
第 ６ 号 議 案
令 和 ４ 年 ５ 月 3 1 日 

総 務 課 

任 用 給 与 課 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について 

  地方公務員法第５条第２項に基づき、令和４年５月25日付４議事第37号をもって東京

都議会議長より照会のあった議案（別添）に係る意見については、下記のとおり回答す

る。 

記 

議 案 名 

１ 第116号議案 東京都職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例 

２ 第117号議案 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

３ 第118号議案 東京都の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一

部を改正する条例 

４ 第119号議案 東京都の一般職の任期付研究員の採用及び給与の特例に関する条例の

一部を改正する条例 

５ 第121号議案 公益的法人等への東京都職員の派遣等に関する条例の一部を改正する

条例 

６ 第122号議案 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例

の一部を改正する条例 

７ 第123号議案 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

８ 第124号議案 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 

９ 第125号議案 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正

する条例 

10 第126号議案 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

11 第127号議案 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

12 第128号議案 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例 

13 第129号議案 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 

14 第130号議案 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

15 第131号議案 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正

する条例 

16 第139号議案 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条

例 

17 第140号議案 学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

18 第141号議案 義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例

の一部を改正する条例 

意  見 

異議ありません。 
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１ 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法等の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目 
該 当 条 文 

内           容 

目 次 及 び 章 名 
（新設） 

 

【管理監督職勤務上限年齢制等の導入に伴う新設】 

定年引上げに伴う各制度の新設を踏まえ、以下の構成とし、目次を追加 

 第一章 総則（第一条） 

 第二章 定年制度（第二条―第五条） 

 第三章 管理監督職勤務上限年齢制（第六条―第十二条） 

 第四章 定年前再任用短時間勤務制（第十三条） 

 第五章 雑則（第十四条） 

 附則 

趣 旨 

第１条 

【管理監督職勤務上限年齢制等の導入に伴う改正】 

「地方公務員法（昭和25年法律第261号）第28条の２第１項から第３項ま

で及び第28条の３の規定に基づき」 

→「地方公務員法（昭和25年法律第261号。以下「法」という。）第22条の

４第１項及び第２項、第28条の２、第28条の５、第28条の６第１項及び第

２項並びに第28条の７並びに警察法（昭和29年法律第162号）第56条の４

第２項の規定に基づき」 

定 年 

第３条 

【定年の引上げ】 

職員の定年を60歳から65歳に改正 

定年による退職の

特例 

第４条第１項 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う改正】 

管理監督職に係る異動期間を延長している職員の勤務延長については、人

事委員会の承認を得たときに限るものとする 

管理監督職勤務上

限年齢制の対象と

なる管理監督職 

第６条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

管理監督職勤務上限年齢制の対象となる管理監督職の範囲を規定 

（例）・管理職手当を支給される職員 

・指定職 

・警視又は警部の階級 

管理監督職勤務上

限年齢 

第７条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

管理監督職勤務上限年齢を一部の例外を除き60歳とすることを規定 

他の職への降任を

行うに当たって遵

守すべき基準 

第８条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

○ 管理監督職勤務上限年齢による降任に当たり、法律に定めるもののほ

か遵守すべき事項として以下を規定 

○ 職員の人事評価の結果等に基づき、降任先の標準職務遂行能力等を踏

まえた降任をすること、できる限り上位の職制上の段階に属する職に降

任をすること 等 

○ 上記の内容について、特定地方警務官の任命についても準用すること

とし、必要な読替え規定を整備 
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管理監督職勤務上

限年齢による降任

及び管理監督職へ

の任用の制限の特

例 

第９条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

○ 管理監督職勤務上限年齢による降任をすべき職員について、勤務延長

と同様の事由があると認めるときは、異動期間を延長し、引き続き管理

監督職として勤務できることを規定 

○ 上記により異動期間を延長できる場合を除き、特定管理監督職群（人

事委員会規則で定める特定の管理監督職）に属する職員について、降任

により当該管理監督職に生ずる欠員を容易に補充することができず業務

の遂行に重大な障害が生ずると認めるときは、異動期間を延長し、当該

職群内では、引き続き管理監督職として勤務・異動できることを規定 

○ 上記の各異動期間の延長は、人事委員会の承認を得て、１年を超えな

い期間ごと延長することができる 

異動期間の延長等

に係る職員の同意 

第10条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

任命権者は、異動期間を延長等する場合にはあらかじめ職員の同意を得な

ければならないことを規定 

延長した異動期間

の期限の繰上げ 

第11条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

勤務延長と同様の事由が認められることにより異動期間を延長している職

員について、特定管理監督職群による異動期間の延長をする場合には、元々

の異動期間の期限を繰り上げることができることを規定 

異動期間の延長事

由が消滅した場合

の措置 

第12条（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

異動期間を延長した場合に、異動期間を延長する事由が消滅した場合に

は、原則どおり監督職勤務上限年齢制による降任をするものとすることを規

定 

定年前再任用短時

間勤務職員の任用 

第13条（新設） 

【定年前再任用短時間勤務職員制の導入に伴う新設】 

60歳に達した日以後に退職した者を、人事委員会規則で定める情報に基づ

く選考により、短時間勤務の職に採用することができることを規定 

雑 則 

第14条（新設） 

この条例の実施に関し必要な事項は人事委員会規則で定める 

文 言 整 備 

第４条第１項 

   第２項 

   第４項 

○ 「次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、その職員に係る」 

→「次に掲げる事由があると認めるときは、同条の規定にかかわらず、

当該職員に係る」等 

本体附則第５項 ○ 「職員の給与に関する条例（昭和二十六年東京都条例第七十五号）」 

→「職員給与条例」 

別表第１ 

別表第２ 

別表第３（削除） 

○ 「第６条関係」→「第３条関係」 

○ 「前３号」→「前各号」 

○ 63歳の特例定年となる職員を規定していた別表第３を削除 
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定年に関する経過

措置 

本体附則第７項 
（新設） 

本体附則第８項 

（新設） 

【定年の段階的引上げ】 

○ 経過措置として、定年引上げ完成する令和13年度までの間、定年が２

年に１歳ずつ引き上げられることを規定

○ 定年引上げ前から60歳超の特例定年が設定されていた職についての定

年の段階的引上げについては、以下のとおりとすることを規定

（定年引上げ前から定年65歳の職） 

最初から定年引上げ完成後まで一貫して65歳 

（定年引上げ前の定年が63歳の職） 

通常の職員の定年が64歳に引き上がる令和11年度から引上げを開始し

て64歳となり、通常の職員の定年と同様令和13年度に65歳となる 

情報の提供及び勤

務の意思の確認 

本体附則第９項 
（新設） 

第10項 
（新設） 

【情報提供・意思確認制度の導入に伴う新設】 

○ 任命権者は当分の間、職員が年齢59歳に達する年度に、当該職員が60

歳に達する年度以後に適用される任用・給与等の情報を提供するととも

に、その職員の勤務の意思を確認するよう努めることを規定

○ 警視総監は、国家公務員である特定地方警務官についても、同様に情

報提供・意思確認を行うことを規定

施 行 期 日 

附則第１条 

令和５年４月１日 

ただし、附則第９条の規定は公布の日（令和４年６月22日予定） 

勤務延長に関する

経過措置 

附則第２条 

【勤務延長に関する経過措置】 

○ 施行日前に勤務延長を行った職員についても、第４条の規定に基づき

期限を延長できることを規定

○ 定年の段階的引き上げ期間中において、勤務延長職員が一時的に定年

年齢に達していない時期が生じた場合であっても、定年に達している職

員と同様に昇任等ができないことを規定

定年退職者等の再

任用に関する経過

措置 

附則第３条 

【暫定再任用制度の導入に伴う経過措置】 

○ 定年が65歳となるまでの間、定年に達した日以後に退職した者で65歳

に達する年度の末日までにある者等を、人事委員会規則で定める情報に

基づく選考により、現行の再任用制度と同様に１年以内の任期で採用す

ることができることを規定

○ この任期は、勤務実績が良好である場合に、本人の同意を得ること

で、65歳に達する年度の末日まで１年ずつ更新することができることを

規定

附則第４条 ○ 附則第３条に規定する暫定再任用について、短時間勤務の職でも同様

に可能であり、その任期の更新についても同様であることを規定

令和三年改正法附

則第八条第三項の

条例で定める職及

び年齢 

附則第５条 

【暫定再任用制度の導入に伴う経過措置】 

改正法附則の第８条第３項の条例で定める職及び年齢を規定 

職：施行日以後に設置された職及び施行日以後に名称が変更された職 

年齢：当該職が施行日前日に設置されていたと仮定した場合に適用され

る定年の年齢 
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令和三年改正法附

則第八条第四項の

規定により読み替

えて適用する新地

方公務員法第二十

二条の四第四項の

条例で定める職及

び年齢 

附則第６条 

【暫定再任用制度の導入に伴う経過措置】 

改正法附則の第８条第４項の規定により読み替えて適用する法第22条の

４第４項の条例で定める職及び年齢を規定 

職：施行日以後に設置された短時間勤務の職及び施行日以後に名称が変

　　更された短時間勤務の職

年齢：当該職が施行日前日に設置されていたと仮定した場合に適用され

　　　る定年の年齢

令和三年改正法附

則第八条第五項の

条例で定める職並

びに条例で定める

者及び職員 

附則第７条 

【暫定再任用制度の導入に伴う経過措置】 

改正法附則の第８条第５項の条例で定める職並びに条例で定める者・職員

を規定 

職：施行日以後に設置された職及び施行日以後に名称が変更された職 

者・職員：当該職が基準日（定年が段階的に引き上がる２年に１度の年

の４月１日）前日に設置されていたと仮定した場合に適用さ

れる定年に達している者・職員 

定年前再任用短時

間勤務職員に関す

る経過措置 

附則第８条 

【定年前再任用短時間勤務制の導入に伴う経過措置】 

定年の段階的引上げ期間中においては、定年前再任用短時間勤務職員の任

期終了時点で再び定年前となる場合があるが、改めて定年前再任用短時間勤

務職員に採用することができないことを規定 

令和三年改正法附

則第二条第三項に

規定する条例で定

める年齢 

附則第９条 

【実施の前の準備】 

施行日前であっても必要な情報提供・意思確認が行えるよう、その対象と

して基準となる職員の年齢を60歳と規定 

職員の再任用に関

する条例の廃止 

附則第10条 

定年の引上げに伴い現行の再任用制度を廃止 

２ 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目
該 当 条 文

内 容 

減 給 の 効 果 

第３条第１項 

第２項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正等】 

○ 「法第28条の５第１項」→「法第22条の４第１項」

○ 「再任用短時間勤務職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」

〇 懲戒発令時点の減給額が、現に受ける給料等の５分の１に相当する額

を超えるときは、当該額を給料等から減ずる。 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 
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経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

３ 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

この条例の目的 

第１条 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う改正】 

管理監督職勤務上限年齢による転任に伴う降給を条例の対象から除く旨を

規定 

この条例の実施に

関し必要な事項 

第９条ただし書き 

（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う改正】 

管理監督職勤務上限年齢による降任に関する事項は、人事委員会規則で定

める旨を規定  

 

文 言 整 備 

第２条第１項 

第４条第１項 

〇 「地方公務員法」の言い換えを整備 

〇 「外」→「ほか」 

〇 「法第28条の５第１項」→「法第22条の４第１項」 

経 過 措 置 

本体附則第２項 

（新設） 

当分の間、給料月額７割措置による降給を条例の対象から除く 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

４ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の

一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

職 員 の 派 遣 

第２条第１号 

   第３号 

   第５号 

【現行再任用制度の廃止に伴う改正】 

現行再任用制度に関する規定を削除 

【文言整備】 

○ 法律番号に関する規定を移設 

○ 「一に」→「いずれかに」 
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地方公務員法の一

部を改正する法律

の施行に伴う経過

措置 

本体附則第３条 

【現行再任用制度の廃止に伴う改正】 

派遣することができない職員から暫定再任用職員を除外 

施 行 期 日 

附則 

令和５年４月１日 

５ 公益的法人等への東京都職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条

例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目
該 当 条 文

内 容 

職 員 の 派 遣 

第２条第３項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

○ 派遣することができない職員から除外されている再任用職員に関す

る規定を整備

○ 「再任用職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」

法第十条第一項に

規定する条例で定

める職員 

第11条第１項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

「再任用職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

６ 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正す

る条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文 

内 容 

職員団体のための

職員の行為の制限

の特例 

第２条第２項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

「法第28条の５第１項」→「法第22条の４第１項」 
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施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

７ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

規 定 整 備 

第２条第３項 

第３条第１項 

   第２項 

第４条第１項 

   第２項 

第14条第１項 

第19条 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

〇 「法第28条の５第１項」→「法第22条の４第１項」 

〇 「再任用短時間勤務職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

８ 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

「７」と同様の改正を行う。 

９ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

育児休業をするこ

とができない職員 

第２条第４号（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】  

異動期間が延長された管理監督職を占める職員を育児休業をすることがで

きない職員に追加 

育児短時間勤務を

することができな

い職員 

第６条第４号（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う新設】 

異動期間が延長された管理監督職を占める職員を育児短時間勤務をするこ

とができない職員に追加 
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文 言 整 備 

第２条第３号 

第６条第３号 

第13条第１号 

第14条第１項 

○ 「職員の定年等に関する条例（昭和59年東京都条例第４号）」の言い

換えを規定 

〇 「法第28条の５第１項」→「法第22条の４第１項」 

〇 「再任用短時間勤務職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員について、定年前再任用短時間勤務職員とみな

して条例を適用 

10 東京都職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例 

警察法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

趣 旨 

第１条 

【警察法の改正に伴う規定整備】 

「第56条の３」→「第56条の５」 

施 行 期 日 

附則 

令和５年４月１日 

11 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

初任給及び昇格昇

給等の基準 

第６条第10項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

○ 定年前再任用短時間勤務職員の給料月額 
＝基準給料月額×（勤務時間÷正規の勤務時間） 

第６条の２第１項 

（削除） 

○ 現行の再任用制度による職員の給料月額に係る規定を削除 

第２項 ○ 育児短時間勤務職員の給料月額に関する条文に係る規定整備 

特地勤務手当等 

第13条の３第３項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

退職前の赴任時から特地公署に勤務する定年前再任用短時間勤務職員につ

いては当該赴任時から継続して算定 

特定職員について

の適用除外 

第21条の３第３項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

「第９条の３」→「第６条第２項から第９項まで、第９条の３」 
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規 定 整 備 

第12条第３項第２号 

第15条第３項 

第21条第３項 

第21条の２第２項 

第３号 

第21条の３第３項 

本体附則第７項 

【定年前再任用短時間勤務制の導入に伴う改正】 

○ 「再任用短時間勤務職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

○ 「再任用職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

【文言整備】 

「非常勤の者」→「非常勤職員」 

経 過 措 置 

本体附則第10項 

（新設） 

【特定日以後の給料月額（給料月額７割措置）】 

○ 特定日：原則60歳に達した日後における最初の４月１日 

○ 特定日以後の給料月額 

＝職員の属する級・号給に応じた額(※)×70/100（100円未満四捨五入） 

※ 差額支給者については差額に相当する額を含む 

本体附則第12項 

（新設） 
○ 給料月額７割措置適用除外者 

・臨時的任用職員、任期付職員、非常勤職員 

・保健所等の医師、歯科医師、医療福祉系の研究所の所長等 

・定年条例９条第１項及び第２項の規定により管理監督職からの異動期

間を延長された職員（勤務延長と同様の要件） 

・定年条例第４条１項又は第２項の規定により勤務延長された職員 

本体附則第11項 

（新設） 
○ 本体附則第10項の規定により降給させる場合において、第６条第８項

の降給（３号降号）の規定は適用しない 

本体附則第13項 

（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢による降任に伴う経過措置】 

○ 管理監督職勤務上限年齢調整額の支給 

管理監督職勤務上限年齢による降任をされ、降任前後で同一の給料表

の適用を受ける職員のうち、附則第10項の規定により当該職員の受ける

給料月額（以下「特定日給料月額」という。）が、降任前に受けていた

給料月額に70/100を乗じて得た額（以下「基礎給料月額」という。）に

達しない職員に対し、管理監督職勤務上限年齢調整額を給料として支給 

○ 管理監督職勤務上限年齢調整額 

＝（降任前の給料月額×70/100）－（降任後に適用される給料月額） 
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本体附則第14項 

（新設） 

○ 管理監督職勤務上限年齢調整額の支給上限 

管理監督職勤務上限年齢調整額は、当該調整額と職員の受ける給料月

額との合計額が当該職員の属する級の最高号給の給料月額を超えない範

囲で支給 

本体附則第15項 

（新設） 

【特定地方警務官の管理監督職勤務上限年齢調整額】 

○ 管理監督職勤務上限年齢調整額の支給 

国における管理監督職勤務上限年齢に伴って特定地方警務官から職員

に任命された者のうち、特定日給料月額が当該任命の前日に受けていた

公安職俸給表㈠に定められる俸給月額に70/100を乗じて得た額に達しな

い職員に対し、管理監督職勤務上限年齢調整額を給料として支給 

○ 管理監督職勤務上限年齢調整額 

＝（任命前の俸給月額×70/100）－（任命後に適用される給料月額） 

本体附則第16項 

（新設） 

○ 支給上限については、附則第14項を読み替えて適用 

本体附則第17項 

（新設） 

○ 引き続き給料表の適用を受ける職員のうち管理監督職勤務上限年齢調

整額を支給される職員との権衡上必要があると認められる職員には、人

事委員会規則で定めるところにより、附則第13項及び第14項の規定に準

じて算出した額を給料として支給 

例：指定職から行㈠に役降りした職員 

本体附則第18項 

（新設） 

○ 任用の事情を考慮して管理監督職勤務上限年齢調整額を支給される職

員との権衡上必要があると認められる職員には、人事委員会規則で定め

るところにより、本体附則第13項から第18項までの規定に準じて算出し

た額を給料として支給 

例：学校、公営企業の管理職から役降りして給与条例適用になった者 

本体附則第19項 

（新設） 

○ 期末手当の算定に当たっては管理監督職勤務上限年齢調整額を含める 

本体附則第20項 

（新設） 
○ 本体附則第10項から第19項までの規定の施行に関し必要な事項は、人

事委員会規則で定める 

給 料 表 

別表第１ 

第２ 

第５ 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う改正】 

○ 「再任用職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 

○ 定年前再任用短時間勤務職員の給料月額の算出基準となる額を基準給

料月額として規定（金額は現行の再任用職員のものと同様） 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

職員の勤務延長に

関する経過措置 

附則第２項 

本体附則第10項から第20項までの規定は、施行日前に勤務延長されていた

職員には適用しない 
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定年退職者等の再

任用に関する経過

措置 

附則第３項第１号 

【暫定再任用制度導入に伴う改正】 

○ 暫定再任用職員の給料月額 

当該暫定再任用職員が定年前再任用短時間勤務職員であるものとした

場合に適用される給料表の定年前再任用短時間勤務職員の欄に掲げる給

料月額のうち、当該職員の属する職務の級に応じた額 

第２号 ○ 暫定再任用短時間勤務職員の給料月額 

当該暫定再任用短時間勤務職員が定年前再任用短時間勤務職員である

ものとして以下により算出 

給料月額＝基準給料月額×（勤務時間÷正規の勤務時間） 

第３号 ○ 暫定再任用職員又は暫定再任用短時間勤務職員に対する特地勤務手当

に準ずる手当の支給期間 

・常勤 → 暫定再任用職員 

・定年前再任用短時間勤務職員 → 暫定再任用職員 

・常勤 → 定年前再任用短時間勤務職員 → 暫定再任用職員 

⇒いずれの場合も最初の赴任時からの期間を通算 

・暫定再任用職員としての各任期の期間は通算 

第４号 ○ 暫定再任用職員等及び暫定再任用短時間勤務職員に対する条例の適用 

期末手当、勤勉手当、特定職員に対する適用除外の規定について、定

年前再任用短時間勤務職員とみなして条例を適用 

第５号 ○ 暫定再任用短時間勤務職員に対する条例の適用 

通勤手当、超過勤務手当、地方公務員法第57条の規定に基づく単純労

務職員の種類及び基準について、定年前再任用短時間勤務職員とみなし

て条例を適用 

第６号 ○ 暫定再任用職員及び暫定再任用短時間勤務職員に関し必要な事項は、

人事委員会規則で定める 

12 学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

「11」と同様の改正を行う。 

13 義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例の

一部を改正する条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

定 義 

第２条第２項 

【地方公務員法の改正に伴う規定整備】 

「第28条の５第１項」→「第22条の４第１項」 
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経 過 措 置 

本体附則第５項 

（新設） 

本体附則第６項 

（新設） 

【給料月額７割措置後の教職調整額の基礎となる給料月額】 

○ 学校職員給与条例本体付則第９項による額 

＝職員の属する級・号給に応じた額×70/100（100円未満四捨五入） 

○ 教職調整額の算定に当たっては管理監督職勤務上限年齢調整額を含め

る 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

定年退職者等の再

任用に関する経過

措置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員は定年前再任用短時間勤務職員とみなして条例

を適用 

14 東京都の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部

を改正する条例 

給与条例等の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

特定任期付職員に

対する給与条例等

の規定の適用 

第５条第１項 

   第２項 

【給与条例の改正に伴う文言整備】 

○ 「第６条の２第２項」→「第６条の２」 

○ 「、第４項及び第10項」→「及び第４項」 

【学校職員給与条例の改正に伴う文言整備】 

○ 「第８条の２第２項」→「第８条の２」 

○ 「、第３項及び第９項」→「及び第３項」 

施 行 期 日 

附則 

令和５年４月１日 

15 東京都の一般職の任期付研究員の採用及び給与の特例に関する条例の一

部を改正する条例 

「14」と同様の改正を行う。 
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16 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

地方公務員法等の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

支 給 対 象 

第２条第１項 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う対象外者の規定改正】 

「第28条の４第１項、第28条の５第１項又は第28条の６第１項若しくは第

２項」→「第22条の４第１項」  

一般の退職手当 

第５条第１項 

【役降り者の退職手当の調整額の特例導入に伴う規定整備】 

「第７条の規定」→「第７条又は第８条の２の規定」 

給料月額の減額改
定等以外の理由に
より給料月額が減
額されたことがあ
る場合の退職手当
の基本額に係る特
例 

第６条の２第１項 

【特定地方警務官の特定任命に係る改正に伴う規定整備】 

当該規定によるピーク時特例の適用対象から別の規定が適用される特定任

命による特定地方警務官を除く 

特定任命により職
員となつた後に退
職した者に関する
準用規定 

第６条の４の２ 

（新設） 

【特定地方警務官の特定任命に伴う改正】 

特定任命により警視庁に採用された特定地方警務官のピーク時特例の適

用に係る準用規定 

給料の調整額等の
支給を受けた者の
退職手当の基本額
に係る特例 

第６条の５第３項 

（新設） 

【教育管理職からの管理監督職勤務上限年齢による降任に伴う改正】 

ピーク時特例の適用を受ける者のうち、教育管理職から非教育管理職へ降

任（希望降任又は管理監督職勤務上限年齢による降任）した場合に加算とな

る教職調整額の対象期間を、降任後からとするための読替え規定 

※ 過去に教職調整額を受けていた期間は、対象期間から除外 

管理監督職勤務上

限年齢による降任

をされた後に退職

した者等に係る退

職手当の調整額の

特例 

第８条の２（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う退職手当の調整額の算定方法の特

例】 

管理監督職勤務上限年齢による降任をした者の退職手当の調整額につい

て、「降任前240月」又は「退職前240月」のいずれか支給額が多い方の額と

するため算定方法の規定を読替え 

参考：退職手当の調整額算定方法 

 

 

 

 

             × 

 

 

「降任前 240月」又は「退職前 240月」の職責を点数に換算 
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失業者の退職手当 

第13条第４項 

【雇用保険法の改正に伴う改正】  

雇用保険法において、基本手当（失業給付）の受給資格者が事業を開始し

た場合に、当該事業の実施期間を失業等給付の受給期間に算入しない特例が

設けられたことに伴う改正 

（令和４年７月１日施行予定） 

特別区等の職員と

なつた者の取扱い 

第14条の４第３項 

【定年年齢引上げに伴う改正】 

定年引上げに伴う年齢引上げ （現行）60歳 →（改正）65歳 

特別区等の任期の定めのある職員（副区長等や教育長等）へ派遣されてい

る職員が、当該年齢に達した日に退職したものとみなす 

※ 改正附則第５条で段階的な定年年齢引上げを規定 

文 言 整 備 

第６条第１項 

第７条第１項 

第13条第４項 

第20条の１ 

第22条第１項 

第２項 

第３項 

第４項 

第５項 

本体付則第６条の５ 

第２項 

【文言整備】 

〇 定義した用語を使用する条項を限定   

〇 「調整額点数」の読替えを削除 

〇 「が、」→「が」 

〇 「場合にあつては」→「場合には」 

〇 「以下この条において」→「以下この項から第６項までにおいて」 

〇 「第６条の４第１項の」及び「同頁の」を削除 

 

 

第６条の５第４項 

第13条第８項第５号 

 

【条ずれ等に伴う文言整備】 

〇 「第６条の５第３項」→「第６条の５第４項」 

〇 「前２項」→「前３項」 

〇 「職業安定法第４条第８項」→「職業安定法第４条第９項」 

第18条第１項第１号 

第18条第５項第２号 

第19条見出し 

第19条第１項第１号 

第20条第１項第１号 

第22条第４項 

【使用文字が常用漢字となったことに伴う文言整備】 

「禁錮
こ

」→「禁錮」 

第19条第１項第２号 

第19条第１項第３号 

第20条第１項第２号 

第20条第１項第３号 

第22条第５項 

【定年前再任用短時間勤務制の導入に伴う文言整備】 

「再任用職員」→「定年前再任用短時間勤務職員」 
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経 過 措 置 

本体付則第29条 

【雇用保険法の改正に伴う地域延長給付の期限の延長】 

「令和４年３月 31日以前に退職」→「令和７年３月 31日以前に退職」 

H29の二定改正で設けられた地域延長給付（時限措置）の期限の延長 

（令和４年４月１日遡及適用） 

※ 地域延長給付 

倒産や解雇などの理由により離職した者（特定受給資格者）、期間の定

めのある労働契約が更新されなかったことにより離職した者（一定の特

定理由離職者）で再就職のための職業指導を行うことが適切と認められ

た者に支給されるもの 

本体付則第32条 

（新設） 

 

【退職手当の基本額の算定におけるピーク時特例の適用】 

定年引上げに伴う給料月額７割措置について、ピーク時特例の適用対象と

するため給料月額の減額改定に当たらない旨規定 

〇ピーク時特例適用（1回） 

 
 
 
 
 
 
 

 

本体付則第33条 

（新設） 

 

【退職手当の基本額の算定におけるピーク時特例の適用】 

給料月額７割措置に加え、希望降任等を理由に給料月額を減額されたこと

がある者について、ピーク時特例の適用対象とするための規定整備 

〇ピーク時特例適用（2回） 

 
 
 
 
 
 
 

 

本体付則第34条 

（新設） 

【早期退職割増の割増対象期間に係る読替え規定】 

〇 早期退職割増の割増対象期間について、現行定年から起算するための

読替え規定 

〇 割増し適用は現行どおり（60歳以降の割増無し） 

〇 給料月額への割増率：定年１年前につき２％（最大20％） 
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本体付則第35条 

（新設） 

【公務上の理由等による退職手当割増のピーク時特例適用の読替え規定】 

〇 ピーク時特例の適用において、公務災害死傷病等により退職した場合

に一律10％ずつ割り増す読替え規定 

〇 年齢にかかわらず適用（現行制度を存置） 

本体付則第36条 

（新設） 

【管理監督職勤務上限年齢調整額の支給を受ける者の退職手当の計算】 

管理監督職勤務上限年齢調整額の支給を受ける者の退職手当の計算の基礎

となる給料月額には管理監督職勤務上限年齢調整額を含める  

本体付則第37条 

（新設） 

【給料の調整額に係る加算額の算定方法】  

給料の調整額の７割措置に伴い、７割措置の前後で期間を分けて算定    

              ↓ 

給料の調整額の算定：現行定年以前は10割、61歳以降は現行定年以前の7

割に減額 

本体付則第38条 

（新設） 

【教職調整額に係る加算額の算定方法】 

教職調整額の７割措置に伴い、７割措置前後で期間を分けて算定し、７割

措置前は10割、７割措置後は７割で退職手当を計算 

・教職調整額 

退職時の教職調整額 （給料月額の４％）×支給期間に応じた支給率 

             ↓ 

教職調整額：60歳以前は給料月額に４％を乗じた額 

61歳以降は７割措置後の給料月額に４％を乗じた額 

本体付則第39条 

（新設） 

【ピーク時特例の適用を受けた降任者の教職調整額】 

役職定年制の導入に伴い、教育管理職から非教育管理職への降任者につい

て、教職調整額の７割措置の前後で分けて加算額を算定するための読替え規

定 

施 行 期 日 

附則第１条 

令和５年４月１日 

ただし、本体付則29条の改正規定は公布の日（令和４年４月１日遡及） 

第13条第４項の改正規定は令和４年７月１日 

第13条第８項第５号の改正規定は令和４年10月１日 

※ いずれも雇用保険法の一部改正に伴う規定 

附則第２条 【現行再任用制度の廃止に伴う改正】 

暫定再任用職員を退職手当の支給対象外とする読替え規定 

附則第３条 【雇用保険法の改正に伴う遡及適用】 

本体付則第29条に定める地域延長給付（時限）の延長に伴い令和４年４月

１日付けで遡及適用 

（改正前）令和３年３月31日→（改正後）令和７年３月31日 

附則第４条 【雇用保険法の改正に伴う経過措置】 

第13条第４項（失業者の退職手当）の規定を施行日（令和４年７月１日）

以降に適用させるための規定整備  
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附則第５条 【特別区等の職員の定年引上げに伴う年齢の段階的引上げ】 

第14条の４の定年年齢を段階的に引上げ（60歳→65歳） 

17 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する

条例 

地方公務員法の改正に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

通 則 

第１条 

 

【定年前再任用短時間勤務制導入に伴う規定整備】 

「第28条の５第１項」→「第22条の４第１項」 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和５年４月１日 

定年退職者等の再

任用に関する経過

措置 

附則第２項 

【暫定再任用制度導入に伴う経過措置】 

暫定再任用短時間勤務職員は定年前再任用短時間勤務職員とみなして条例

を適用 

18 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

都立病院の業務を行う地方独立行政法人設立に伴い、所要の改正を行う。 

項   目  
該 当 条 文  

内           容 

特殊勤務手当の種

類 

第２条第15号から 

   第19号まで 

第43条の４（削除） 

第43条の５（削除） 

第43条の７（削除） 

第43条の８（削除） 

【都立病院関係手当の廃止】 

○ 廃止：産科医業務手当、救急医療業務手当、分べん介助業務手当、 

     新生児担当医業務手当 

○ 「17 特定看護分野従事手当」→「15 特定看護分野従事手当」 

○ 廃止する手当に関する条を削除 
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規 定 整 備 

第３条第１項 

第43条の２第１項 

第43条の６第１項 

第６条第１項 

【支給範囲の変更に伴う改正】 

○ 死体取扱・解剖等業務手当、指導医業務手当、特定看護分野従事手当 

「都立病院その他の機関」 

→「北療育医療センター若しくは府中療育センター」 等 

○ 防疫等業務手当 

・「都立病院」→「保健所」 

・「治療、看護」→「検体採取、移送」 

・「、又は血液透析若しくはこれに伴う業務に従事したとき」→ 削除 

第７条    

第37条 

○ 精神神経疾患診療等業務手当、交替制勤務者等業務手当 

・都立病院に関する支給範囲を記載した号の削除 

・上記による号ずれに伴う文言整備 

第22条第１項第１号 

 

第44条第１項 

○ 放射線・有害物等取扱業務手当 

「都立病院、」→ 削除 

○ 「前条」→「第43条の６」 

施 行 期 日 

附則第１項 

令和４年７月１日 

経 過 措 置 

附則第２項 

施行日前に従事した業務について施行日以降に支給する場合 

→従前の例による。 
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４ 議 事 第 ３ ７ 号 

令和４年５月２５日 

東京都人事委員会委員長 

青 山  □ 殿

東京都議会議長 

三 宅 し げ き 

（ 公 印 省 略 ） 

「職員に関する条例」に対する人事委員会の意見聴取について（照会） 

 令和４年第２回定例会に提出のため、知事から送付された下記議案について、地方公務員法（昭

和２５年法律第２６１号）第５条第２項の規定により、貴委員会の意見を求めます。 

記 

１ 第１１６号議案 東京都職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例 

２ 第１１７号議案 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

３ 第１１８号議案 東京都の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を

改正する条例 

４ 第１１９号議案 東京都の一般職の任期付研究員の採用及び給与の特例に関する条例の一部

を改正する条例 

５ 第１２１号議案 公益的法人等への東京都職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例 

６ 第１２２号議案 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一

部を改正する条例 

７ 第１２３号議案 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例 

８ 第１２４号議案 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 

９ 第１２５号議案 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する 

条例 

10 第１２６号議案 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例 

11 第１２７号議案 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

12 第１２８号議案 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例 

13 第１２９号議案 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例 

14 第１３０号議案 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 

15 第１３１号議案 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する

条例 

16 第１３９号議案 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 

17 第１４０号議案 学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

18 第１４１号議案 義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例の一

部を改正する条例 
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～ 目 次 ～ 

１ 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例（２頁） 

２ 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例（17頁） 

３ 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（19頁） 

４ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部を改正する条

例（21頁） 

５ 公益的法人等への東京都職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例（23頁） 

６ 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例（24頁） 

７ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（25頁） 

８ 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（26頁） 

９ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（27頁） 

10 東京都職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例（29頁） 

11 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（30頁） 

12 学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（47頁） 

13 義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例の一部を改正する条

例（54頁） 

14 東京都の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 

（56頁） 

15 東京都の一般職の任期付研究員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

（57頁） 

16 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（58頁） 

17 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例（69頁） 

18 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（70頁） 

条 例 改 正 案 文 一 覧 

別 添 
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一

第
百
二
十
八
号
議
案

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
百
二
十
八
号
議
案

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

令
和
四
年
六
月
一
日

提
出
者

東
京
都
知
事

小

池

百

合

子

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
範
囲
で
」
の
下
に
「
、
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る
」
を
加
え
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
地
域
手
当
の
合
計
額
の
五
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該

額
を
当
該
合
計
額
か
ら
減
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則

第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
後
の
職

員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

（
提
案
理
由
）

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必

4 . 第 2 回 定 例 会

　17　



二

要
が
あ
る
。

　18　



　19　



　20　



　21　



　22　



　23　



　24　



　25　



　26　



　27　



　28　



　29　



　30　



　31　



　32　



　33　



　34　



　35　



　36　



　37　



　38　



　39　



　40　



　41　



　42　



　43　



　44　



　45　



　46　



　47　



　48　



　49　



　50　



　51　



　52　



　53　



　54　



　55　



　56　



　57　



　58　



　59　



　60　



　61　



　62　



　63　



　64　



　65　



　66　



　67　



　68　



　69　



　70　



　71　



～ 目 次 ～ 

１ 職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例（２頁） 

２ 職員の懲戒に関する条例の一部を改正する条例（16頁） 

３ 職員の分限に関する条例の一部を改正する条例（17頁） 

４ 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に関する条例の一部を改正する条

例（19頁） 

５ 公益的法人等への東京都職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例（21頁） 

６ 職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部を改正する条例（23頁） 

７ 職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（24頁） 

８ 学校職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例（27頁） 

９ 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（30頁） 

10 東京都職員の退職管理に関する条例の一部を改正する条例（32頁） 

11 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（33頁） 

12 学校職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（45頁） 

13 義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例の一部を改正する条

例（54頁） 

14 東京都の一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 

（55頁） 

15 東京都の一般職の任期付研究員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

（57頁） 

16 職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例（58頁） 

17 非常勤職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例（79頁） 

18 東京都職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例（80頁） 

条 例 改 正 新 旧 対 照 表

参 考 

　1　



職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

目
次

（
新
設
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
）

第
二
章

定
年
制
度
（
第
二
条―

第
五
条
）

第
三
章

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
（
第
六
条―

第
十
二
条
）

第
四
章

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制
（
第
十
三
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
十
四
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
新
設
）

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
及
び

第
二
項
、
第
二
十
八
条
の
二
、
第
二
十
八
条
の
五
、
第
二
十
八
条
の
六

第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
二
十
八
条
の
七
並
び
に
警
察
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
職
員
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
の
定
年
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百

六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
二
十

八
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担

法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規

定
す
る
職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
定
年
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

定
年
制
度

（
新
設
）

第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
条

（
略
）

（
定
年
）

（
定
年
）

第
三
条

職
員
の
定
年
は
、
年
齢
六
十
五
年
と
す
る
。

第
三
条

職
員
の
定
年
は
、
年
齢
六
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
職
員
の
定
年
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
年
齢
と
す
る
。
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一 

別
表
第
一
に
掲
げ
る
施
設
等
に
お
い
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
医

師
及
び
歯
科
医
師 

年
齢
六
十
五
年 

二 

別
表
第
二
に
掲
げ
る
職
員 

年
齢
六
十
五
年 

三 

別
表
第
三
に
掲
げ
る
職
員 

年
齢
六
十
三
年 

（
定
年
に
よ
る
退
職
の
特
例
） 

（
定
年
に
よ
る
退
職
の
特
例
） 

第
四
条 

任
命
権
者
は
、
定
年
に
達
し
た
職
員
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
職
員
に
係
る

定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限

を
定
め
、
当
該
職
員
を
当
該
定
年
退
職
日
に
お
い
て
従
事
し
て
い
る
職

務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
第
九
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間

（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を

含
む
。
）
を
延
長
し
た
職
員
で
あ
つ
て
、
定
年
退
職
日
に
お
い
て
管
理

監
督
職
（
第
六
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

及
び
次
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
占
め
て
い
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
第

九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
た

場
合
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
勤
務
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
人
事
委
員
会

の
承
認
を
得
た
と
き
に
限
る
も
の
と
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
が

占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
四
条 

任
命
権
者
は
、
定
年
に
達
し
た
職
員
が
第
二
条
の
規
定
に
よ
り

退
職
す
べ
き
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を
定
め
、
そ
の
職
員

を
当
該
職
務
に
従
事
さ
せ
る
た
め
引
き
続
い
て
勤
務
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。 

一 

当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
退
職
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補

充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ

一 
当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
そ
の
職
員
の
退
職
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支

障
が
生
ず
る
と
き
。 
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と
。 

 

二 

当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ

る
た
め
、
当
該
職
員
の
退
職
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す

る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。 

三 

当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な

障
害
と
な
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
退
職
に
よ
り

公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ

る
た
め
、
そ
の
職
員
の
退
職
に
よ
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
。 

三 

当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
そ
の
業
務
の
遂
行
上
重
大
な

障
害
と
な
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
そ
の
職
員
の
退
職
に
よ
り

公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
き
。 

２ 

任
命
権
者
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引

き
続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
こ
れ

ら
の
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
限
を

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
期
限
は
、
当
該
職
員
に
係

る
定
年
退
職
日
（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当

該
職
員
が
占
め
て
い
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
）
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

２ 

任
命
権
者
は
、
前
項
の
期
限
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ

た
期
限
が
到
来
す
る
場
合
に
お
い
て
、
前
項
の
事
由
が
引
き
続
き
存
す

る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
一
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
で
期
限
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期
限

は
、
そ
の
職
員
に
係
る
定
年
退
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
引
き
続
き
勤
務
さ
せ

る
場
合
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
当
該

職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
引
き
続
い
て
勤
務
さ

せ
る
場
合
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
を
延
長
す
る
場
合
に
は
、
当

該
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
職
員
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
期
限
が
延
長
さ
れ
た
職
員
に

つ
い
て
、
第
一
項
の
期
限
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期

限
が
到
来
す
る
前
に
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
な
く
な
つ
た
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
て
、
期
日
を
定
め
て
当
該
期
限

を
繰
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
期
限
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ

れ
た
期
限
が
到
来
す
る
前
に
第
一
項
の
事
由
が
存
し
な
く
な
つ
た
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
職
員
の
同
意
を
得
て
、
期
日
を
定
め
て
そ
の
期
限

を
繰
り
上
げ
て
退
職
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

５ 

（
略
） 
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第
五
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
五
条 

（
略
） 

第
三
章 

管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制 

（
新
設
） 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
制
の
対
象
と
な
る
管
理
監
督
職
） 

 

第
六
条 

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職

は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。 

（
新
設
） 

一 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七

十
五
号
。
以
下
「
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。
） 

第
九
条
の
二
に
規

定
す
る
給
料
の
特
別
調
整
額
又
は
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
） 

第
十
一
条
の
二
及
び

東
京
都
公
営
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
条
例
第
十
九
号
）
第
三
条
の
二
に
規
定
す

る
管
理
職
手
当
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
職 

二 

職
員
給
与
条
例
別
表
第
六
（
以
下
「
指
定
職
給
料
表
」
と
い

う
。
）
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
職 

三 

指
定
職
給
料
表
に
定
め
る
給
料
月
額
に
相
当
す
る
給
料
月
額
を
支

給
さ
れ
る
職
員
の
職 

四 

警
察
法
第
六
十
二
条
に
規
定
す
る
警
視
又
は
警
部
の
階
級
に
あ
る

警
視
庁
の
警
察
官
（
第
一
号
に
該
当
す
る
職
を
除
く
。
） 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
職
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
職
と
し
て
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
職
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
職
は
、
同
項
の
条
例
で
定
め
る
職
か
ら
除
く
も
の
と
す
る
。 

 

一 

別
表
第
一
に
掲
げ
る
施
設
等
に
お
い
て
医
療
業
務
に
従
事
す
る
医

師
及
び
歯
科
医
師
が
占
め
る
職 

二 

別
表
第
二
に
掲
げ
る
職
員
の
職 
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三 

前
二
号
に
掲
げ
る
職
の
ほ
か
、
職
務
と
責
任
に
特
殊
性
が
あ
る
こ

と
又
は
欠
員
の
補
充
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
法
第
二
十
八
条
の

二
第
一
項
本
文
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
と
認
め

ら
れ
る
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
） 

 

第
七
条 

法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢

は
、
年
齢
六
十
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医

療
福
祉
系
の
研
究
所
の
副
所
長
の
職
に
充
て
ら
れ
て
い
る
職
員
の
同
項

の
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
は
、
年
齢
六
十
三
年
と
す
る
。 

（
新
設
） 

（
他
の
職
へ
の
降
任
を
行
う
に
当
た
つ
て
遵
守
す
べ
き
基
準
） 

 

第
八
条 

任
命
権
者
は
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の

職
へ
の
降
任
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
他
の
職
へ
の
降
任
」
と
い

う
。
）
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
法
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十

三
条
の
三
、
第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

一 

当
該
職
員
の
人
事
評
価
の
結
果
、
勤
務
の
状
況
、
職
務
経
験
等
に

基
づ
き
、
降
任
を
し
よ
う
と
す
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標

準
的
な
職
に
係
る
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
標

準
職
務
遂
行
能
力
（
次
条
第
三
項
に
お
い
て
「
標
準
職
務
遂
行
能

力
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
降
任
を
し
よ
う
と
す
る
職
に
つ
い
て
の

適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
に
、
降
任
を
す
る
こ
と
。 

二 

人
事
の
計
画
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
管
理
監
督
職
以

外
の
職
又
は
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
が
当
該
職
員
の
年
齢
を
超

え
る
管
理
監
督
職
の
う
ち
で
き
る
限
り
上
位
の
職
制
上
の
段
階
に
属

す
る
職
に
、
降
任
を
す
る
こ
と
。 
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三 

当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
を
す
る
際
、
同
時
に
、
当
該
職
員

が
占
め
て
い
た
管
理
監
督
職
が
属
す
る
職
制
上
の
段
階
よ
り
上
位
の

職
制
上
の
段
階
に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
上
位
職
職
員
」
と
い
う
。
）
の
他
の
職
へ
の
降
任
を

す
る
場
合
に
は
、
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
上

位
職
職
員
の
降
任
を
し
た
職
が
属
す
る
職
制
上
の
段
階
と
同
じ
職
制

上
の
段
階
又
は
当
該
職
制
上
の
段
階
よ
り
下
位
の
職
制
上
の
段
階
に

属
す
る
職
に
、
降
任
を
す
る
こ
と
。 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
警
察
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

任
命
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
任
命
権

者
」
と
あ
る
の
は
「
警
視
総
監
」
と
、
「
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
他
の
職
へ

の
降
任
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
警
察
法
第
五
十
六
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
（
以
下
単
に
「
特
定
地
方
警
務

官
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
同
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
任
命
（
以
下
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
一
号
中

「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
、
「
降
任
」
と
あ
る

の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特

定
地
方
警
務
官
」
と
、
「
降
任
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
同

項
第
三
号
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
地
方
警
務
官
」
と
、
「
他

の
職
へ
の
降
任
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
」
と
、
「
降
任
を
し
た
」

と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
を
し
た
」
と
、
「
、
降
任
」
と
あ
る
の
は

「
、
特
定
任
命
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
及
び
管
理
監
督
職
へ
の
任
用

の
制
限
の
特
例
） 
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第
九
条 

任
命
権
者
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
を
す
べ
き
管
理
監
督
職
を
占

め
る
職
員
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
（
当
該
管
理
監
督

職
に
係
る
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
日
の
翌
日
か
ら
同
日

以
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
同
じ
。
）
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期

間
内
（
当
該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該

異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期
間
内
。
第
三
項

に
お
い
て
同
じ
。
）
で
当
該
異
動
期
間
を
延
長
し
、
引
き
続
き
当
該
管

理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
、
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務

を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
新
設
） 

一 

当
該
職
務
が
高
度
の
知
識
、
技
能
又
は
経
験
を
必
要
と
す
る
も
の

で
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
に
よ
り
生
ず
る
欠
員

を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が

生
ず
る
こ
と
。 

二 

当
該
職
務
に
係
る
勤
務
環
境
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
特
殊
性
が
あ

る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の
降
任
に
よ
り
生
ず
る
欠
員
を
容

易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
ず
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず

る
こ
と
。 

三 

当
該
職
務
を
担
当
す
る
者
の
交
替
が
当
該
業
務
の
遂
行
上
重
大
な

障
害
と
な
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職
へ
の

降
任
に
よ
り
公
務
の
運
営
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
こ
と
。 

 

２ 

任
命
権
者
は
、
前
項
又
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理

監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
由
が
引
き
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続
き
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ

れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い

期
間
内
（
当
該
期
間
内
に
定
年
退
職
日
が
あ
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
延

長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
定
年
退
職
日
ま
で
の
期

間
内
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を

更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
更
に
延
長
さ
れ
る
当
該
異

動
期
間
の
末
日
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期

間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
他
の
職
へ
の
降
任
を
す
べ
き
特
定
管
理
監
督

職
群
（
職
務
の
内
容
が
相
互
に
類
似
す
る
複
数
の
管
理
監
督
職
で
あ
つ

て
、
こ
れ
ら
の
欠
員
を
容
易
に
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
年
齢
別
構

成
そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る
管
理
監
督
職
と
し
て
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
管
理
監
督
職
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
属
す
る
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
管
理
監

督
職
群
に
属
す
る
管
理
監
督
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な

職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
管
理
監
督
職
に
つ
い
て
の
適

性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
（
当
該
管
理
監
督
職
に
係
る
管
理
監

督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
達
し
た
職
員
を
除
く
。
）
の
数
が
当
該
管
理
監

督
職
の
数
に
満
た
な
い
等
の
事
情
が
あ
る
た
め
、
当
該
職
員
の
他
の
職

へ
の
降
任
に
よ
り
当
該
管
理
監
督
職
に
生
ず
る
欠
員
を
容
易
に
補
充
す

る
こ
と
が
で
き
ず
業
務
の
遂
行
に
重
大
な
障
害
が
生
ず
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
職
員
が
占
め
る
管
理
監
督
職
に
係
る
異
動
期
間
の
末
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
当
該
異
動
期
間
を
延

長
し
、
引
き
続
き
当
該
管
理
監
督
職
を
占
め
て
い
る
職
員
に
当
該
管
理
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監
督
職
を
占
め
た
ま
ま
勤
務
を
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
を
当
該
管
理
監

督
職
が
属
す
る
特
定
管
理
監
督
職
群
の
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
し
、

若
し
く
は
転
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 
任
命
権
者
は
、
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間

（
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ

た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
当
該
異
動
期

間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
を
除
く
。
）
、
又
は
前
項
若

し
く
は
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
前
三
項
又
は
こ
の
項
の
規

定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督
職

を
占
め
る
職
員
に
つ
い
て
前
項
に
規
定
す
る
事
由
が
引
き
続
き
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
延
長
さ
れ
た
当
該
異

動
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
期
間
内
で
延

長
さ
れ
た
当
該
異
動
期
間
を
更
に
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
異
動
期
間
の
延
長
等
に
係
る
職
員
の
同
意
） 

 

第
十
条 

任
命
権
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
す
る
場

合
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
他
の
管
理
監
督
職
に
降
任
を
す
る

場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
職
員
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
新
設
） 

（
延
長
し
た
異
動
期
間
の
期
限
の
繰
上
げ
） 

 

第
十
一
条 

任
命
権
者
は
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

異
動
期
間
を
延
長
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
到

来
前
に
同
条
第
四
項
の
規
定
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
異

動
期
間
の
期
限
を
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
新
設
） 

（
異
動
期
間
の
延
長
事
由
が
消
滅
し
た
場
合
の
措
置
） 

 

第
十
二
条 

任
命
権
者
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
を
延
長
し

（
新
設
） 
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た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
異
動
期
間
の
末
日
の
到
来
前
に
当
該
異
動
期

間
の
延
長
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
他
の
職
へ
の
降
任
を
す
る
も

の
と
す
る
。 

 
 

 
第
四
章 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
制 

 
 

 

（
新
設
） 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
任
用
） 

 

第
十
三
条 
任
命
権
者
は
、
年
齢
六
十
年
に
達
し
た
日
以
後
に
退
職
（
臨

時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用

さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員
が
退
職
す
る
場
合
を
除
く
。
）
を
し
た

者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
」
と
い

う
。
）
を
、
従
前
の
勤
務
実
績
そ
の
他
の
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る

情
報
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
、
短
時
間
勤
務
の
職
（
当
該
職
を
占
め
る

職
員
の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る

職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短
時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
る
職
員

の
一
週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
職
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
年
齢
六
十
年
以
上
退
職
者
が
そ
の
者
を
採
用
し
よ
う
と

す
る
短
時
間
勤
務
の
職
に
係
る
定
年
退
職
日
相
当
日
（
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
が
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
で
そ
の
職
務
が
当
該
短

時
間
勤
務
の
職
と
同
種
の
職
を
占
め
て
い
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け

る
定
年
退
職
日
を
い
う
。
）
を
経
過
し
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

（
新
設
） 

 
 

 

第
五
章 

雑
則 

（
新
設
） 

（
雑
則
） 

 

第
十
四
条 

こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規

則
で
定
め
る
。 

（
新
設
） 
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附 

則 
 

 
 

附 

則 

１
か
ら
４
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

５ 
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
職
員
給
与
条
例
に
規
定
す
る
公
安
職
給
料
表
の
適
用

を
受
け
る
者
（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者

を
除
く
。
）
の
定
年
は
、
第
三
条
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
日
又
は
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
下

欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

 

６ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

１
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

５ 

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京

都
条
例
第
七
十
五
号
）
に
規
定
す
る
公
安
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る

者
（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
を
除

く
。
）
の
定
年
は
、
第
三
条
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の

上
欄
に
掲
げ
る
日
又
は
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。 

６ 

（
略
） 

（
定
年
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

 

７ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
け
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
同
条
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
そ
れ
ぞ

れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

（
新
設
） 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で 

六
十
一
年 

 
 

 
 

令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日

ま
で 

六
十
二
年 

 
 

 
 

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で 

六
十
三
年 

 
 

 
 

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

六
十
四
年 

 
 

 

 

８ 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

（
新
設
） 
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お
い
て
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
令
和
四
年
東
京
都
条
例
第 

 

号
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い

て
「
令
和
四
年
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
各

号
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

各
号
に
規
定
す
る
定
年
と
す
る
。 

一 

令
和
四
年
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号

に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分

に
応
じ
、
第
三
条
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
字
句
と
す
る
。 

 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で 

六
十
五
年 

 
 

 

 

二 

令
和
四
年
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
職

員
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
第

三
条
中
「
六
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
と
す
る
。 

 

 
 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で 

六
十
三
年 

 
 

令
和
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十

一
日
ま
で 

六
十
四
年 

 
 

 

 

（
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
） 

 

９ 

任
命
権
者
は
、
当
分
の
間
、
職
員
（
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ

の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
、
非
常
勤
職
員

並
び
に
令
和
四
年
改
正
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
第
三
条
第
一
号
及
び
第

二
号
に
掲
げ
る
職
員
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
年

（
新
設
） 
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齢
六
十
年
（
第
七
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
職
を
占
め
る
職
員
に
あ
つ

て
は
同
条
た
だ
し
書
に
定
め
る
年
齢
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
」
と
い

う
。
）
（
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
に

職
員
で
な
か
つ
た
者
で
、
当
該
情
報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認

を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日
後
に
採
用
さ
れ
た
職
員
（
異
動
等
に
よ
り
情

報
の
提
供
及
び
勤
務
の
意
思
の
確
認
を
行
う
べ
き
年
度
の
末
日
を
経
過

す
る
こ
と
と
な
つ
た
職
員
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
末
日
経
過
職

員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
職
員
が
採
用
さ
れ
た

日
か
ら
同
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
、
末
日
経
過
職
員
に

あ
つ
て
は
当
該
職
員
の
異
動
等
の
日
が
属
す
る
年
度
（
当
該
日
が
年
度

の
初
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
年
度
の
前
年
度
）
）
に
お
い
て
、
当
該

職
員
に
対
し
、
当
該
職
員
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に
適
用
さ

れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を

提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
勤
務

の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

10 

警
視
総
監
は
、
当
分
の
間
、
特
定
地
方
警
務
官
が
年
齢
六
十
年
に
達

す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官

に
対
し
、
当
該
特
定
地
方
警
務
官
が
年
齢
六
十
年
に
達
す
る
日
以
後
に

適
用
さ
れ
る
任
用
及
び
給
与
に
関
す
る
措
置
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な

情
報
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
同
日
の
翌
日
以
後
に
お
け

る
勤
務
の
意
思
を
確
認
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 

別
表
第
一
（
第
六
条
関
係
） 

別
表
第
一
（
第
三
条
関
係
） 

 

一
か
ら
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

 

一
か
ら
三
ま
で 

（
略
） 
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四 

前
三
号
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医

療
業
務
を
担
当
す
る
部
署
等
の
あ
る
施
設
等 

四 

前
各
号
に
掲
げ
る
施
設
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医

療
業
務
を
担
当
す
る
部
署
等
の
あ
る
施
設
等 

別
表
第
二
（
第
六
条
関
係
） 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
二
（
第
三
条
関
係
） 

（
略
） 

（
削
除
） 

別
表
第
三
（
第
三
条
関
係
） 

 
 

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
医
療
福
祉
系
の
研
究
所
の
副
所
長
の
職
に

充
て
ら
れ
て
い
る
職
員 

 

　15　



職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
八
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

改
正
案 

現
行 

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
略
） 

（
減
給
の
効
果
） 

（
減
給
の
効
果
） 

第
三
条 

常
勤
職
員
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
） 

第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職

員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
減
給

は
、
一
日
以
上
六
月
以
下
の
範
囲
で
、
そ
の
発
令
の
日
に
受
け
る
給
料
及
び
地

域
手
当
の
合
計
額
の
五
分
の
一
以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
減
ず
る
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
地
域
手
当
の
合
計
額
の
五
分

の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
額
を
当
該
合
計
額
か
ら
減
ず
る

も
の
と
す
る
。 

第
三
条 

常
勤
職
員
及
び
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
）
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
減
給
は
、
一
日

以
上
六
月
以
下
の
範
囲
で
給
料
及
び
地
域
手
当
の
合
計
額
の
五
分
の
一
以
下

を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

非
常
勤
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。）
に
対
す
る
減

給
は
、
一
日
以
上
六
月
以
下
の
範
囲
で
報
酬
の
額
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
通
勤

手
当
に
相
当
す
る
額
及
び
同
条
例
第
十
五
条
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
手
当
に

相
当
す
る
額
を
除
く
。
）
の
五
分
の
一
以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

非
常
勤
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。）
に
対
す
る
減
給
は
、

一
日
以
上
六
月
以
下
の
範
囲
で
報
酬
の
額
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第
十
二
条
に
規
定
す
る
通
勤
手
当
に

相
当
す
る
額
及
び
同
条
例
第
十
五
条
に
規
定
す
る
超
過
勤
務
手
当
に
相
当
す
る

額
を
除
く
。）
の
五
分
の
一
以
下
を
減
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
四
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
略
） 
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職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
八
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

改
正
案 

現
行 

（
こ
の
条
例
の
目
的
） 

（
こ
の
条
例
の
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
職
員
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る

職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
意
に
反
す
る
休
職
及
び
降
給
（
地
方

公
務
員
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
降
給
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）
の
事
由
、
職
員
の
意
に
反
す
る

降
任
、
免
職
、
休
職
及
び
降
給
の
基
準
、
手
続
及
び
効
果
並
び
に
失
職

の
例
外
そ
の
他
分
限
に
関
し
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
職
員
（
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る

職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）
の
意
に
反
す
る
休
職
及
び
降
給
の
事
由
、

職
員
の
意
に
反
す
る
降
任
、
免
職
、
休
職
及
び
降
給
の
基
準
、
手
続
及

び
効
果
並
び
に
失
職
の
例
外
そ
の
他
分
限
に
関
し
規
定
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。 

（
休
職
及
び
降
給
の
事
由
） 

（
休
職
及
び
降
給
の
事
由
） 

第
二
条 

法
第
二
十
八
条
第
二
項
に
定
め
る
事
由
に
よ
る
ほ
か
、
職
員
が

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
意
に
反
し
て
、
こ
れ
を
休
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
条 

地
方
公
務
員
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
第
二

項
に
定
め
る
事
由
に
よ
る
外
、
職
員
が
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
事

由
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
意
に
反
し
て
、
こ
れ
を
休
職

す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

（
略
） 

第
三
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
条 

（
略
） 

（
休
職
の
期
間
） 
（
休
職
の
期
間
） 

第
四
条 

法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に

お
け
る
休
職
の
期
間
は
、
三
年
（
非
常
勤
職
員
（
法
第
二
十
二
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
、
一
年
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超

第
四
条 

法
第
二
十
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に

お
け
る
休
職
の
期
間
は
、
三
年
（
非
常
勤
職
員
（
法
第
二
十
八
条
の
五

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
、
一
年
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
超
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え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
休
養
を
要
す
る
程
度
に
応
じ
、
個
々
の
場
合

に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。
こ
の
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
休
職
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
休
養
を
要
す
る
程
度
に
応
じ
、
個
々
の
場
合

に
つ
い
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。
こ
の
休
職
の
期
間
が
三
年
に
満
た

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
休
職
し
た
日
か
ら
引
き
続
き
三
年
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２
か
ら
４
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
九
条 

こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
の
承

認
を
経
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。
た
だ
し
、
法
第
二
十
八
条
の
二
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
降
任
に
関
す
る
事
項
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で 

（
略
） 

第
九
条 

こ
の
条
例
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
の
承

認
を
経
て
、
任
命
権
者
が
定
め
る
。 

   
 

 

附 

則 

１ 

（
略
） 

２ 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十

五
号
）
附
則
第
十
項
、
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十

一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
）
付
則
第
九
項
又
は
東
京
都
公
営
企
業

職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
東
京

都
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対

す
る
第
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
中
「
の

規
定
に
よ
る
降
給
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
附
則
第
十
項
、
学
校
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八

号
）
付
則
第
九
項
及
び
東
京
都
公
営
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基

準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
東
京
都
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第

四
項
の
規
定
に
よ
る
降
給
」
と
す
る
。 

（
新
設
） 
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外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
職
員
の
派
遣
）

第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

２

（
現
行
の
と
お
り
）

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ

る
職
員

二

（
現
行
の
と
お
り
）

三

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
に
規

定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
つ
て
い
る
職
員
（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で

定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

四

（
現
行
の
と
お
り
）

五

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
二
項
各
号
若
し
く
は
職
員
の
休
職
の
事
由
等
に

関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
休

職
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休

職
に
さ
れ
、
又
は
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
事
由
に

第
一
条

（
略
）

（
職
員
の
派
遣
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ

る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
四
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員

を
除
く
。
）

二

（
略
）

三

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
に
規
定
す
る
条
件
付
採
用
に
な
つ
て
い
る
職
員

（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）

四

（
略
）

五

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
二
項
各
号
若
し
く
は
職
員
の
休
職
の
事
由
等
に

関
す
る
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
東
京
都
人
事
委
員
会
規
則
第
十
一
号
。
以
下
「
休

職
規
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
各
号
の
一
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
休
職
に
さ

れ
、
又
は
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
各
号
の
一
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
し
て
停
職
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該
当
し
て
停
職
に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
の
同
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
法

律
又
は
条
例
の
特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い

る
職
員

第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

附

則

第
一
条
及
び
第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）

附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
十
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
同
号
中
「
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
」
と
あ
る

の
は
、
「
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ
る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
を
除
く
。
）
」
と
す
る
。

に
さ
れ
て
い
る
職
員
そ
の
他
の
同
法
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
法
律
又
は
条
例
の

特
別
の
定
め
に
基
づ
き
職
務
に
専
念
す
る
義
務
を
免
除
さ
れ
て
い
る
職
員

第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で

（
略
）

附

則

第
一
条
及
び
第
二
条

（
略
）

（
新
設
）
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公
益
的
法
人
等
へ
の
東
京
都
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
東
京
都
条
例
第
百
三
十
三
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
職
員
の
派
遣
）

第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

２

（
現
行
の
と
お
り
）

３

（
現
行
の
と
お
り
）

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ

る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時

間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
任
期
付
職
員
」

と
い
う
。
）
を
除
く
。
）

二

（
現
行
の
と
お
り
）

４

（
現
行
の
と
お
り
）

第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
）

第
十
一
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条

（
略
）

（
職
員
の
派
遣
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

３

（
略
）

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任
用
さ
れ

る
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し

く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）

及
び
地
方
公
共
団
体
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

四
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
条
の
規
定

に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
任
期
付
職
員
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）

二

（
略
）

４

（
略
）

第
三
条
か
ら
第
十
条
ま
で

（
略
）

（
法
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
条
例
で
定
め
る
職
員
）

第
十
一
条
（
略
）
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一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め

て
任
用
さ
れ
る
職
員(

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
任
期

付
職
員
を
除
く
。)

 

二

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め

て
任
用
さ
れ
る
職
員(

再
任
用
職
員
及
び
任
期
付
職
員
を
除
く
。)

 

二

（
略
）

第
十
二
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で

（
略
）
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職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
一
年
東
京
都
条
例
第
九
十
八
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改

正

案

現

行

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
） 

（
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員
の
行
為
の
制
限
の
特
例
） 

第
二
条 

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
限
り
、
給
与
又
は
報
酬
を
受
け
な
が

ら
、
職
員
団
体
の
た
め
そ
の
業
務
を
行
い
、
又
は
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
二
条 

職
員
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
限
り
、
給
与
又
は
報
酬
を
受
け
な
が
ら
、

職
員
団
体
の
た
め
そ
の
業
務
を
行
い
、
又
は
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
か
ら
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
か
ら
四
ま
で 

（
略
） 

２ 

前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
非
常
勤
職
員
（
法
第
二
十
二
条
の
四

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
適
用

し
な
い
。 

２ 

前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
非
常
勤
職
員
（
法
第
二
十
八
条
の
五

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
適
用

し
な
い
。 
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改

正

案

現

行

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
）

（
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
）

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条

（
略
）

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
）

３

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の

正
規
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
き
、

一
週
間
に
つ
い
て
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
任

命
権
者
が
定
め
る
。 

３

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
正
規
の

勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
一
週
間

に
つ
い
て
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
任
命
権
者

が
定
め
る
。 

４

（
現
行
の
と
お
り
） 

４

（
略
）

（
正
規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

（
正
規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

第
三
条

任
命
権
者
は
、
暦
日
を
単
位
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五

日
間
（
以
下
「
平
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五

分
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
短
時
間
勤

務
職
員
等
に
つ
い
て
は
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
育
児
短
時
間
勤

務
等
の
内
容
に
従
い
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

に
つ
い
て
は
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条

任
命
権
者
は
、
暦
日
を
単
位
と
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
五

日
間
（
以
下
「
平
日
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五

分
の
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
短
時
間
勤

務
職
員
等
に
つ
い
て
は
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
育
児
短
時
間
勤

務
等
の
内
容
に
従
い
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で

正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
し
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い

て
は
一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。

２

任
命
権
者
は
、
任
命
権
者
が
定
め
る
職
場
に
お
い
て
始
業
及
び
終
業
の
時
刻

に
つ
い
て
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
又
は
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
を
除
く
。
）
の
申
告
を
考
慮
し
て
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ

と
が
公
務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
職
員
（
以
下
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
又
は
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に

２

任
命
権
者
は
、
任
命
権
者
が
定
め
る
職
場
に
お
い
て
始
業
及
び
終
業
の
時
刻

に
つ
い
て
職
員
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
又
は
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を

除
く
。
）
の
申
告
を
考
慮
し
て
当
該
職
員
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ
と
が
公

務
の
運
営
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
職
員
（
以
下
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
勤

務
職
員
」
と
い
う
。
）
又
は
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
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よ
っ
て
勤
務
す
る
必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
正
規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
申
告
を

経
て
、
暦
日
を
単
位
と
し
て
、
平
日
の
範
囲
内
に
お
い
て
正
規
の
勤
務
時
間
を

割
り
振
る
も
の
と
す
る
。 

勤
務
す
る
必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
正

規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
を
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
申
告
を
経
て
、

暦
日
を
単
位
と
し
て
、
平
日
の
範
囲
内
に
お
い
て
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振

る
も
の
と
す
る
。

３

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 

（
略
）

（
週
休
日
）

（
週
休
日
）

第
四
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
は
、
育
児
短
時

間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内

容
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
も
の

と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日

に
加
え
て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
一

日
に
限
り
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け

る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
四
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら
な

い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権
者
は
、
育
児
短
時

間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内

容
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
も
の

と
し
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え

て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
四
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
一
日
に
限

り
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
、
平
日
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

２

任
命
権
者
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
勤
務
す
る

必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週
間
ご
と

の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
八
日

以
上
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
、
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
八
日
以
上
の
週
休
日
）
を
設
け
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性
又
は
当
該
公
署
の
特
殊
の
必
要
（
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
）
に
よ
り
、
こ

れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
四
週
間
を
超

え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
週
休
日
（
育
児
短
時

間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た

り
一
日
以
上
の
割
合
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
）

２

任
命
権
者
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
勤
務
す
る

必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週
間
ご
と

の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
八
日

以
上
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
、
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
八
日
以
上
の
週
休
日
）
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
職
務
の
特
殊
性
又
は
当
該
公
署
の
特
殊
の
必
要
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
）
に
よ
り
、
こ
れ
に
よ
り

難
い
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期

間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職

員
等
に
あ
っ
て
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以

上
の
割
合
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
）
を
設
け
る
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を
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

第
五
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
五
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で 

（
略
） 

（
年
次
有
給
休
暇
） 

（
年
次
有
給
休
暇
） 

第
十
四
条 
年
次
有
給
休
暇
は
、
一
の
年
ご
と
の
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
一

の
年
に
お
い
て
、
二
十
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
二
十
日
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と
す
る
。 

第
十
四
条 

年
次
有
給
休
暇
は
、
一
の
年
ご
と
の
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数
は
、
一

の
年
に
お
い
て
、
二
十
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
二
十
日
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
東
京
都
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と
す
る
。

２
か
ら
５
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
５
ま
で 

（
略
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で 

（
略
） 

（
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
特
例
） 

（
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
特
例
） 

第
十
九
条

非
常
勤
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。）
の
勤

務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
し
て
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
任

命
権
者
が
定
め
る
。 

第
十
九
条 

非
常
勤
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。）
の
勤
務
時
間
、

休
日
、
休
暇
等
に
関
し
て
は
、
第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
任
命
権
者
が
定

め
る
。

第
二
十
条 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
条 

（
略
） 
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学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
四
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
及
び
第
二
条 

（
略
） 

（
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
）

第
三
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
一
週
間
の
正
規
の
勤
務
時
間
）

第
三
条

（
略
）

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
）

３

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
の

正
規
の
勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
き
、

一
週
間
に
つ
い
て
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、

教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。 

３

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
の
正
規
の

勤
務
時
間
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
一
週

間
に
つ
い
て
十
五
時
間
三
十
分
か
ら
三
十
一
時
間
ま
で
の
範
囲
内
で
、
教
育

委
員
会
が
別
に
定
め
る
。 

４

教
育
委
員
会
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
と
き

は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会

規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十

五
分
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
基

づ
き
定
め
る
時
間
）
と
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
、
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以

下
「
人
事
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
得
て
、
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

教
育
委
員
会
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
前
三
項
の
規
定
に
よ
り
難
い
と
き

は
、
休
憩
時
間
を
除
き
、
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
（
以
下
「
教
育
委
員
会

規
則
」
と
い
う
。
）
で
定
め
る
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
三
十
八
時
間
四
十

五
分
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
定

め
る
時
間
）
と
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
、
東
京
都
人
事
委
員
会
（
以
下
「
人

事
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
承
認
を
得
て
、
別
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
正
規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

第
四
条

教
育
委
員
会
は
、
暦
日
を
単
位
と
し
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

五
日
間
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の
正
規
の
勤
務
時
間
を

割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は

一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
一

日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
正
規
の
勤
務
時
間
を
割

り
振
る
も
の
と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
一
週
間

ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。 

（
正
規
の
勤
務
時
間
の
割
振
り
）

第
四
条

教
育
委
員
会
は
、
暦
日
を
単
位
と
し
て
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

五
日
間
に
お
い
て
、
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
の
正
規
の
勤
務
時
間
を

割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は

一
週
間
ご
と
の
期
間
に
つ
い
て
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
い
一

日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
正
規
の
勤
務
時
間
を
割

り
振
る
も
の
と
し
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
一
週
間
ご
と
の

期
間
に
つ
い
て
一
日
に
つ
き
七
時
間
四
十
五
分
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
正
規

の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
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２
及
び
３ 

（
現
行
の
と
お
り
）

２
及
び
３ 

（
略
） 

第
四
条
の
二

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
条
の
二

（
略
）

（
週
休
日
）

第
五
条 
日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら

な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
は
、
育
児

短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務

等
の
内
容
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
も
の
と
し
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
ま
で
の
五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
週
休
日
） 

第
五
条

日
曜
日
及
び
土
曜
日
は
、
週
休
日
（
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
ら

な
い
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
す
る
。
た
だ
し
、
教
育
委
員
会
は
、
育
児

短
時
間
勤
務
職
員
等
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務

等
の
内
容
に
従
い
、
こ
れ
ら
の
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
も
の
と
し
、
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

に
つ
い
て
は
、
日
曜
日
及
び
土
曜
日
に
加
え
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
五
日
間
に
お
い
て
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

教
育
委
員
会
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
勤
務

す
る
必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週

間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ

て
は
八
日
以
上
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
、
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
八
日
以
上
の
週
休
日
）
を
設
け

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性
又
は
当
該
学
校
の
特
殊
の
必
要

（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内

容
）
に
よ
り
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
て
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合

で
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い

期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等

の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
）
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

教
育
委
員
会
は
、
職
務
の
性
質
に
よ
り
特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
勤
務

す
る
必
要
の
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
四
週

間
ご
と
の
期
間
に
つ
き
八
日
の
週
休
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ

て
は
八
日
以
上
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
に
従
っ
た
週
休
日
、
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
八
日
以
上
の
週
休
日
）
を
設
け
る
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
職
務
の
特
殊
性
又
は
当
該
学
校
の
特
殊
の
必
要
（
育
児

短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容
）
に

よ
り
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
、

四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に
つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
週
休

日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
四
週
間
を
超
え
な
い
期
間
に

つ
き
一
週
間
当
た
り
一
日
以
上
の
割
合
で
当
該
育
児
短
時
間
勤
務
等
の
内
容

に
従
っ
た
週
休
日
）
を
設
け
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
六
条
か
ら
第
十
四
条
ま
で

（
略
） 

（
年
次
有
給
休
暇
） 

第
十
五
条 

年
次
有
給
休
暇
は
、
一
会
計
年
度
ご
と
の
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数

は
、
一
会
計
年
度
に
お
い
て
、
二
十
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考

（
年
次
有
給
休
暇
） 

第
十
五
条

年
次
有
給
休
暇
は
、
一
会
計
年
度
ご
と
の
休
暇
と
し
、
そ
の
日
数

は
、
一
会
計
年
度
に
お
い
て
、
二
十
日
（
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
及
び
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
の
勤
務
時
間
等
を
考
慮
し
二
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慮
し
二
十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と

す
る
。

十
日
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
数
）
と
す
る
。

２
か
ら
５
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
５
ま
で 

（
略
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

（
略
）

（
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
特
例
）

第
二
十
条
の
二 
非
常
勤
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）

の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
し
て
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
の
承
認

を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

（
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
特
例
）

第
二
十
条
の
二 

非
常
勤
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
）
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
し
て
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
職
務
の
性
質
等
を
考
慮
し
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て

教
育
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

第
二
十
一
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
一
条

（
略
）
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職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
東
京
都
条
例
第
十
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
及
び
二

（
現
行
の
と
お
り
）

三

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四
号
。

以
下
「
定
年
条
例
」
と
い
う
。）
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
引
き
続
い
て
勤
務
し
て
い
る
職
員

四

定
年
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
（
同
条
各
項
の
規
定
に
よ
り

延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
第
六
条
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）
が
延
長
さ

れ
た
管
理
監
督
職
を
占
め
る
職
員

第
二
条
の
二
か
ら
第
五
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
六
条

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
及
び
二

（
現
行
の
と
お
り
）

三

定
年
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤

務
し
て
い
る
職
員

四

定
年
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
異
動
期
間
が
延
長
さ
れ
た
管
理
監
督

職
を
占
め
る
職
員 

第
七
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条 

（
略
） 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

第
二
条

（
略
）

一
及
び
二

（
略
）

三

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四
号
）

第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務
し
て
い
る

職
員

（
新
設
） 

第
二
条
の
二
か
ら
第
五
条
ま
で 

（
略
）

（
育
児
短
時
間
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
六
条 

（
略
） 

一
及
び
二 

（
略
）

三

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四
号
）

第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
引
き
続
い
て
勤
務
し
て
い
る

職
員

（
新
設
） 

第
七
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で

（
略
） 

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）

第
十
三
条 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
三
条 
（
略
） 

一

勤
務
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二
条
の
四

一

勤
務
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間
を
考
慮
し
て
、
人
事
委
員
会
の

承
認
を
得
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
（
地

方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
の
五
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第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。） 

二

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。） 

二

（
略
） 

（
部
分
休
業
の
承
認
）

（
部
分
休
業
の
承
認
）

第
十
四
条 

部
分
休
業
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
（
非
常
勤
職
員
（
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
、
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
四
号
の
職
員（
以
下「
企

業
等
職
員
」
と
い
う
。）
及
び
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純

な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
（
以
下
「
単
純
労
務
職

員
」
と
い
う
。）
で
企
業
等
職
員
以
外
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
勤
務
時
間
）
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
三
十
分
を
単
位
と
し
て
行
う

も
の
と
す
る
。 

２
及
び
３ 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
四
条 

部
分
休
業
の
承
認
は
、
正
規
の
勤
務
時
間
（
非
常
勤
職
員
（
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
、
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二

十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
三
条
第
四
号
の
職
員
（
以
下
「
企
業
等
職

員
」
と
い
う
。
）
及
び
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務

に
雇
用
さ
れ
る
一
般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
（
以
下
「
単
純
労
務
職
員
」
と

い
う
。
）
で
企
業
等
職
員
以
外
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
勤
務

時
間
）
の
始
め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
三
十
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と

す
る
。

２
及
び
３ 

（
略
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で 

（
略
）
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東
京
都
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
東
京
都
条
例
第
一
二
七
号
）

新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
第
八
項
、
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
六
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
（
法
第
三
十
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
職
員
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十

六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
み
な
さ
れ
る
警
察

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
（
以
下
単
に
「
特
定
地

方
警
務
官
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
退
職
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
二
第
八
項
、
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
及

び
第
二
項
並
び
に
第
六
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
（
法
第
三
十
八
条
の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
職
員
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十

六
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
と
み
な
さ
れ
る
警
察

法
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
警
務
官
（
以
下
単
に
「
特
定
地

方
警
務
官
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
退
職
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で

（
略
）
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職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改
正
案

現
行

第
一
条
か
ら
第
五
条
の
二
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条
か
ら
第
五
条
の
二
ま
で 

（
略
）

（
初
任
給
及
び
昇
格
昇
給
等
の
基
準
） 

（
初
任
給
及
び
昇
格
昇
給
等
の
基
準
） 

第
六
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
六
条 

（
略
） 

２
か
ら
９
ま
で 
（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
９
ま
で 

（
略
） 

10

地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

た
職
員
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。）
の
給
料

月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務

職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の

級
に
応
じ
た
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一

項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

10

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項 

又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ

れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
指
定
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
以
外
の
職
員
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ

れ
る
給
料
表
の
再
任
用
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
給
料
月
額
の
う
ち
、
そ
の
者

の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。 

第
六
条
の
二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法 

律
第
百
十
号)

第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
、
同
条
第
一
項

に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
同
法
第
十
七
条
の
規

定
に
よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。）
の
給
料
月
額
は
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
五
条
の
二
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

第
六
条
の
二

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い

う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
第
五
条
の
二
及
び
前
条
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

２

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十

号)
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員

等
」
と
い
う
。）
の
給
料
月
額
は
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条

の
二
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
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こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

第
七
条
か
ら
第
十
一
条
の
三
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
七
条
か
ら
第
十
一
条
の
三
ま
で 

（
略
） 

（
通
勤
手
当
） 

（
通
勤
手
当
） 

第
十
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
二
条 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

（
現
行
の
と
お
り
） 

３

（
略
） 

一

（
現
行
の
と
お
り
）

一

（
略
）

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

及
び
自
転
車
等
の
片
道
の
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る

額
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の

う
ち
、
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る

職
員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
割

合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

別
表
第
七
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分 

及
び
自
転
車
等
の
片
道
の
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る

額
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
う
ち
、

一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員

に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
割
合
を

乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

三

（
略
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
二
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
三
条
の
二
ま
で 

（
略
）

第
十
三
条
の
三 

（
現
行
の
と
お
り
） 
第
十
三
条
の
三 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 
２

（
略
） 

３

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
者
の
う

ち
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ

る
前
か
ら
引
き
続
き
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
採

用
前
に
お
け
る
勤
務
と
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
の
勤
務

と
が
引
き
続
く
も
の
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

３

再
任
用
職
員
で
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
地
方
公
務
員
法
第

二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
又
は
同
法
第
二
十
八

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
で
退
職
前
か
ら
引
き
続

き
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
退
職
前
に
お
け
る
勤
務
と
再

任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
と
が
引
き
続
く
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
者
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４

（
現
行
の
と
お
り
） 

に
あ
つ
て
は
再
任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
が
引
き
続
く
も
の
と
み
な

し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

４

（
略
） 

第
十
四
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条 

（
略
） 

（
超
過
勤
務
手
当
） 

（
超
過
勤
務
手
当
） 

第
十
五
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
、
正

規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
休
日
給
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え

て
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る

正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の

勤
務
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤

務
時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十

五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
の
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」

と
す
る
。 

３

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
、
正
規
の
勤

務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
休
日
給
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た

勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の

勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に

対
す
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務
時
間

を
超
え
て
し
た
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら

百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
の
割
合
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
」
と
す

る
。

４
か
ら
７
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
六
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で 

（
略
）

（
期
末
手
当
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
十
一
条 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
一
条 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
の
表
一
の
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分

の
六
十
七
・
五
」
と
、
同
表
二
の
項
中
「
百
分
の
百
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
五
十
七
・
五
」
と
、
同
表
三
の
項
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は

３

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
一

の
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
同

表
二
の
項
中
「
百
分
の
百
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
と
、
同

表
三
の
項
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
と
、
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「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
と
、
同
表
四
の
項
中
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」

と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
二
・
五
」
と
す
る
。 

同
表
四
の
項
中
「
百
分
の
六
十
二
・
五
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
三
十
二
・

五
」
と
す
る
。 

４
及
び
５ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
及
び
５ 

（
略
） 

（
勤
勉
手
当
） 

（
勤
勉
手
当
） 

第
二
十
一
条
の
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
一
条
の
二 

（
略
）

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

一
及
び
二 

（
現
行
の
と
お
り
）

一
及
び
二 

（
略
） 

三

前
項
の
職
員
の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

当
該
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
与
月
額
に
百
分
の
五
十
（
行
㈠
四
級

等
職
員
及
び
行
㈠
五
級
等
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
六
十
、
指
定
職
給

料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分
の
五
十
五
）
を
乗
じ
て

得
た
額
の
総
額 

三

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員

当
該
再
任
用
職
員
の
給
与
月
額

に
百
分
の
五
十
（
行
㈠
四
級
等
職
員
及
び
行
㈠
五
級
等
職
員
に
あ
つ
て
は

百
分
の
六
十
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
あ
つ
て
は
百
分

の
五
十
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

３
及
び
４ 

（
現
行
の
と
お
り
）

３
及
び
４ 

（
略
） 

第
二
十
一
条
の
二
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
二
の
五
ま
で

（
現
行
の
と
お

り
）

第
二
十
一
条
の
二
の
二
か
ら
第
二
十
一
条
の
二
の
五
ま
で

（
略
） 

（
特
定
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

（
特
定
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

第
二
十
一
条
の
三

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
一
条
の
三 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

第
六
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
九
条
の
三
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、

第
十
一
条
の
三
及
び
次
条
の
規
定
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

に
は
適
用
し
な
い
。 

３

第
九
条
の
三
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
一
条
の
三
及
び
次
条
の
規
定

は
、
再
任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

４
か
ら
６
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
か
ら
６
ま
で 

（
略
） 

第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で

（
略
）

附

則

附

則
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１
か
ら
６
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

１
か
ら
６
ま
で 

（
略
） 

７

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
単
純
労
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
中
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
単
純
労
務
職
員
の
う
ち
、
非
常
勤
職
員
（
地

方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
給
与
の
種
類
及
び

基
準
に
つ
い
て
は
、
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関

す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号)

の
規
定
を
準
用
す

る
。

７

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
単
純
労
務
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
中
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
単
純
労
務
職
員
の
う
ち
、
非
常
勤
の
者
（
地

方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に

つ
い
て
は
、
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号)

の
規
定
を
準
用
す
る
。 

８
及
び
９ 

（
現
行
の
と
お
り
）

８
及
び
９ 

（
略
） 

10

当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六
十
歳
（
職
員
の
定

年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
東
京
都
条
例

第
○
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十

九
年
東
京
都
条
例
第
四
号
）
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

六
十
三
歳
）
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
附
則
第
十
三

項
及
び
第
十
五
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。）
以
後
、
当
該
職
員
に

適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
う
ち
、
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る 

（
新
設
） 

当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
第
六
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第

五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
号
給
（
指
定
職
給
料
表
の
適
用

を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の

受
け
る
号
給
）
に
応
じ
た
額
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て
、

こ
の
条
例
そ
の
他
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
、
異
な
る
給
料
月
額
の
定
め

が
あ
る
場
合
は
当
該
給
料
月
額
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
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と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と

き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
（
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職

員
に
あ
つ
て
は
、
五
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
五
百
円
以
上
千
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
千
円
に
切

り
上
げ
る
）
も
の
と
す
る
。

11

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
降
給
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
条
第
八

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
。」
と
あ
る
の
は
、「
と

す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
降
給
さ
せ
る
場
合

は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
降
給
さ
せ
る
も

の
と
す
る
。」
と
す
る
。 

（
新
設
） 

12

附
則
第
十
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

一

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て 

任
用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員

二

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
六
条
第
二
項
第
一
号
又
は
第
二
号

に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員

三

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定 

に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間
（
同
項
又
は
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
同
条
例
第

六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員

四

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定 

に
よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職

日
に
お
い
て
附
則
第
十
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
た
職
員
を
除
く
。） 

（
新
設
） 

13

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降

任
を
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
職
へ
の
降
任
を
さ
れ
た
日
（
以

下
こ
の
項
及
び
附
則
第
十
七
項
に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。）
の
前
日

（
新
設
） 
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か
ら
引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
特
定
日

に
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ

の
項
及
び
附
則
第
十
五
項
に
お
い
て
「
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。）
が

異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
百
分
の
七
十
を

乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ

れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ

を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
礎
給

料
月
額
」
と
い
う
。）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
、
附
則
第
十

項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
給
料
月

額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す

る
。

14

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受

け
る
給
料
月
額
と
の
合
計
額
が
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の

属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に

お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
基
礎
給
料
月
額
と

特
定
日
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、「
第
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
当
該
職

員
の
属
す
る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
と
当
該
職
員

の
受
け
る
給
料
月
額
」
と
す
る
。

（
新
設
） 

15

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
者
の
う
ち
、
特
定
日
給

料
月
額
が
、
当
該
任
命
を
さ
れ
た
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が
適
用
を
受
け

て
い
た
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

九
十
五
号
）
第
六
条
に
規
定
す
る
公
安
職
俸
給
表
㈠
に
定
め
ら
れ
る
俸
給

月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端

（
新
設
） 
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数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数

を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
基
礎
俸
給
月
額
」
と
い
う
。）
に
達
し
な
い
こ
と
と
な
る
職

員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。）
に
は
、
当
分
の
間
、
特

定
日
以
後
、
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額

の
ほ
か
、
基
礎
俸
給
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す
る
額

を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

16

附
則
第
十
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
附
則
第
十
四
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十

五
項
」
と
、
「
基
礎
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
基
礎
俸
給
月
額
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
） 

17

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
附
則 

第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
附
則
第
十
三
項
に
規
定

す
る
職
員
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ

る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、

当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
附
則
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し

た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。

（
新
設
） 

18

附
則
第
十
三
項
、
第
十
五
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ

れ
る
職
員
以
外
の
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ

て
、
任
用
の
事
情
を
考
慮
し
て
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡

上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受

け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前
五
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

（
新
設
） 

19

附
則
第
十
三
項
、
第
十
五
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給

（
新
設
） 
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さ
れ
る
職
員
に
対
す
る
第
二
十
一
条
第
四
項
（
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項

中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
給
料
月
額
と
附
則
第
十
三
項
、
第
十
五

項
、
第
十
七
項
又
は
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」

と
す
る
。 

20

附
則
第
十
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
十
項
の

規
定
に
よ
る
給
料
月
額
、
附
則
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
そ
の
他
附

則
第
十
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事

委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

（
新
設
） 
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別
表
第
三
及
び
別
表
第
四 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
三
及
び
別
表
第
四

（
略
） 
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別
表
第
六
か
ら
別
表
第
七
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

別
表
第
六
か
ら
別
表
第
七
ま
で

（
略
） 
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学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改
正
案 

現
行 

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
職
員
の
定
義
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
職
員
の
定
義
） 

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

都
立
学
校
の
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教 

諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講
師
（
常
時
勤

務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

と
い
う
。
）
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
実
習
助
手
、
寄
宿
舎
指
導
員
、

事
務
職
員
、
技
術
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員 

二

（
現
行
の
と
お
り
） 

一 

都
立
学
校
の
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教

諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護
助
教
諭
、
講
師
（
常
時
勤

務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時

間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
、
実
習
助
手
、
寄
宿

舎
指
導
員
、
事
務
職
員
、
技
術
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員 

二

（
略
） 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

（
略
） 

第
三
条
第
か
ら
第
七
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で 

（
略
） 

（
初
任
給
及
び
昇
格
昇
給
等
の
基
準
） 

（
初
任
給
及
び
昇
格
昇
給
等
の
基
準
） 

第
八
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
八
条 

（
略
） 

２
か
ら
８
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
８
ま
で 

（
略
） 

９ 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
に
適
用
さ
れ

る
給
料
表
の
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
基
準
給
料
月

額
の
う
ち
、
そ
の
者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
に
、
勤
務
時
間
条
例

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
当
該
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た

数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

９

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又

は
第
二
十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
に
適

用
さ
れ
る
給
料
表
の
再
任
用
職
員
の
欄
に
掲
げ
る
給
料
月
額
の
う
ち
、
そ
の

者
の
属
す
る
職
務
の
級
に
応
じ
た
額
と
す
る
。 
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第
八
条
の
二 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律

第
百
十
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
、
同
条
第
一
項
に

規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職

員
等
」
と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
第
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第

三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務

時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間

を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

と
す
る
。 

第
八
条
の
二 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間

勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い

う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
前
条
第
九
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で

除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十

号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
受
け
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
育
児
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
同
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
短

時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
を
含
む
。
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」

と
い
う
。
）
の
給
料
月
額
は
、
第
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び

第
九
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
に
、
勤

務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時

間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た

額
と
す
る
。 

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
の
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
九
条
か
ら
第
十
三
条
の
三
ま
で 

（
略
） 

（
通
勤
手
当
） 

（
通
勤
手
当
） 

第
十
四
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

（
現
行
の
と
お
り
） 
３

（
略
） 

一

（
現
行
の
と
お
り
） 
一

（
略
） 

二 

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員 

別
表
第
三
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
及 

び
自
転
車
等
の
片
道
の
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る
額 

（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
う 

ち
、
一
箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職 

二 
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員 

別
表
第
三
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
及

び
自
転
車
等
の
片
道
の
使
用
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
同
表
に
定
め
る
額

（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
の
う
ち
、
一

箇
月
当
た
り
の
通
勤
回
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
が
定
め
る
職
員
に
あ
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員
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
割
合 

を
乗
じ
て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

つ
て
は
、
そ
の
額
か
ら
、
そ
の
額
に
人
事
委
員
会
が
定
め
る
割
合
を
乗
じ

て
得
た
額
を
減
じ
た
額
）
に
支
給
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額 

三 
（
現
行
の
と
お
り
） 

三 

（
略
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

第
十
四
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
の
二
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
の
二
ま
で 

（
略
） 

第
十
五
条
の
三 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条
の
三 

（
略
） 

２ 

へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員 

会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
定
め
る
異
動
又
は
採
用
に
伴
つ 

て
住
居
を
移
転
し
た
日
か
ら
、
当
該
異
動
又
は
採
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
三 

年
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
異
動
又
は
採
用
の
日
か
ら
三
年
を
経
過 

す
る
際
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
同
日
か
ら 

起
算
し
て
八
年
以
内
の
期
間
）
、
当
該
職
員
の
給
料
の
月
額
と
扶
養
手
当
の 

月
額
と
の
合
計
額
の
百
分
の
四
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
支
給
す
る
。 

２ 

へ
き
地
手
当
に
準
ず
る
手
当
は
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員 

会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
に
定
め
る
異
動
又
は
採
用
に
伴
つ 

て
住
居
を
移
転
し
た
日
か
ら
、
当
該
異
動
又
は
採
用
の
日
か
ら
起
算
し
て
三 

年
に
達
す
る
日
ま
で
の
期
間
（
当
該
異
動
又
は
採
用
の
日
か
ら
三
年
を
経
過 

す
る
際
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
、
同
日
か
ら 

起
算
し
て
八
年
以
内
の
期
間
）
、
当
該
職
員
の
給
料
月
額
と
扶
養
手
当
の
月 

額
と
の
合
計
額
の
百
分
の
四
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
支
給
す
る
。 

３ 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
へ
き
地
学
校
等
に
勤
務
す
る
者
の
う 

ち
、
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
る 

前
か
ら
引
き
続
き
へ
き
地
学
校
等
に
勤
務
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
当
該
採

用
前
に
お
け
る
勤
務
と
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
し
て
の
勤
務
と

が
引
き
続
く
も
の
と
み
な
し
て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

３ 

再
任
用
職
員
で
へ
き
地
学
校
等
に
勤
務
す
る
者
の
う
ち
、
地
方
公
務
員
法 

第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
た
者
又
は
同
法
第
二
十
八 

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
勤
務
し
た
後
退
職
し
た
者
で
退
職
前
か
ら
引
き
続
き 

へ
き
地
学
校
等
に
勤
務
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
退
職
前
に
お
け
る
勤
務
と
再 

任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
と
が
引
き
続
く
も
の
と
、
そ
れ
以
外
の
者
に 

あ
つ
て
は
再
任
用
の
各
任
期
に
お
け
る
勤
務
が
引
き
続
く
も
の
と
み
な
し 

て
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。 

４ 

（
現
行
の
と
お
り
） 
４ 
（
略
） 

第
十
五
条
の
四
か
ら
第
十
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条
の
四
か
ら
第
十
六
条
ま
で 

（
略
） 

（
超
過
勤
務
手
当
） 

（
超
過
勤
務
手
当
） 

第
十
七
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
七
条 

（
略
） 
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２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３ 

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
、
正 

規
の
勤
務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
休
日
給
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え

て
し
た
勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る

正
規
の
勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤

務
に
対
す
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務

時
間
を
超
え
て
し
た
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か

ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
の
割
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
百
」

と
す
る
。 

３ 

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
が
、
正
規
の
勤 

務
時
間
が
割
り
振
ら
れ
た
日
（
次
条
の
規
定
に
よ
り
休
日
給
が
支
給
さ
れ
る 

こ
と
と
な
る
日
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
し
た 

勤
務
の
う
ち
、
そ
の
勤
務
の
時
間
と
そ
の
勤
務
を
し
た
日
に
お
け
る
正
規
の 

勤
務
時
間
と
の
合
計
が
七
時
間
四
十
五
分
に
達
す
る
ま
で
の
間
の
勤
務
に
対 

す
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
正
規
の
勤
務
時
間
を 

超
え
て
し
た
勤
務
の
区
分
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
か
ら
百
分 

の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
の
割
合
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
百
」
と
す 

る
。 

４
か
ら
７
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
八
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で 

（
略
） 

（
期
末
手
当
） 

（
期
末
手
当
） 

第
二
十
四
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
四
条 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

３

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い 

て
は
、
同
項
の
表
一
の
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六 

十
七
・
五
」
と
、
同
表
二
の
項
中
「
百
分
の
百
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五 

十
七
・
五
」
と
す
る
。 

３

再
任
用
職
員
に
対
す
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
表
一 

の
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
六
十
七
・
五
」
と
、
同 

表
二
の
項
中
「
百
分
の
百
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
五
十
七
・
五
」
と
す 

る
。 

４
及
び
５ 

（
現
行
の
と
お
り
） 
４
及
び
５ 

（
略
） 

（
勤
勉
手
当
） 

（
勤
勉
手
当
） 

第
二
十
四
条
の
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
四
条
の
二 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
以
外
の
職
員 

一

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員
以
外
の
職
員 

当
該
職
員
の
給
与
月
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当
該
職
員
の
給
与
月
額
に
百
分
の
百
二
・
五
（
教
育
五
級
等
職
員
に
あ
つ 

て
は
、
百
分
の
百
二
十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

額
に
百
分
の
百
二
・
五
（
教
育
五
級
等
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
百
二

十
二
・
五
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員 

当
該
定
年
前 

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
給
与
月
額
に
百
分
の
五
十
（
教
育
五
級
等
職 

員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
を
乗
じ
て
得
た
額
の
総
額 

二

前
項
の
職
員
の
う
ち
再
任
用
職
員 

当
該
再
任
用
職
員
の
給
与
月
額
に

百
分
の
五
十
（
教
育
五
級
等
職
員
に
あ
つ
て
は
、
百
分
の
六
十
）
を
乗
じ

て
得
た
額
の
総
額 

３
及
び
４ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３
及
び
４ 

（
略
） 

第
二
十
四
条
の
二
の
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
の
五
ま
で 

（
現
行
の
と
お

り
） 

第
二
十
四
条
の
二
の
二
か
ら
第
二
十
四
条
の
二
の
五
ま
で 

（
略
） 

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
） 

（
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
） 

第
二
十
四
条
の
三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
四
条
の
三 

（
略
） 

２

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の
月
額
は
、
八
千
五
百
七
十
円
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
、
職
務
の
級
及
び
号
給
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
あ

つ
て
は
、
職
務
の
級
）
の
別
に
応
じ
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育

委
員
会
規
則
で
定
め
る
。 

２

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の
月
額
は
、
八
千
五
百
七
十
円
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
、
職
務
の
級
及
び
号
給
（
再
任
用
職
員
に
あ
つ
て
は
、
職
務
の

級
）
の
別
に
応
じ
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
教
育
委
員
会
規
則
で
定

め
る
。 

３
か
ら
５
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３
か
ら
５
ま
で 

（
略
） 

（
特
定
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

（
特
定
職
員
に
つ
い
て
の
適
用
除
外
） 

第
二
十
四
条
の
四 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
四
条
の
四 

（
略
） 

２

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
第
十
一
条
の
三
か
ら
第
十
三
条
ま
で

及
び
第
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
は
適

用
し
な
い
。 

２ 

第
十
一
条
の
三
か
ら
第
十
三
条
ま
で
及
び
第
十
三
条
の
三
の
規
定
は
、
再 

任
用
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

３ 
（
略
） 

第
二
十
四
条
の
五
及
び
第
二
十
五
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
十
四
条
の
五
及
び
第
二
十
五
条 

（
略
） 

付

則

１
か
ら
８
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

付

則

１
か
ら
８
ま
で 
（
略
） 
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９ 

当
分
の
間
、
職
員
の
給
料
月
額
は
、
当
該
職
員
が
六
十
歳
に
達
し
た
日
後 

に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
付
則
第
十
二
項
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い 

う
。
）
以
後
、
当
該
職
員
に
適
用
さ
れ
る
給
料
表
の
給
料
月
額
の
う
ち
、
第 

七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
属
す
る
職
務
の
級
並
び
に
第
八
条 

第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
号
給
に 

応
じ
た
額
（
給
料
の
切
替
え
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て
、
こ
の
条
例
そ
の
他 

の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
、
異
な
る
給
料
月
額
の
定
め
が
あ
る
場
合
は
当
該

給
料
月
額
）
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五
十
円
未
満

の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端

数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
と
す

る
。 

（
新
設
） 

10 

前
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
降
給
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
第
八
条
第
七
項 

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
と
す
る
。
」
と
あ
る
の
は
、
「
と 

す
る
。
た
だ
し
、
付
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
を
降
給
さ
せ
る
場
合 

は
、
同
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
降
給
さ
せ
る
も
の

と
す
る
。
」
と
す
る
。 

（
新
設
） 

11

付
則
第
九
項
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
に
は
適
用
し
な
い
。 

一 

臨
時
的
に
任
用
さ
れ
る
職
員
そ
の
他
の
法
律
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
任 

用
さ
れ
る
職
員
及
び
非
常
勤
職
員 

二 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四 

号
）
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員 

三 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に 

よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
異
動
期
間
（
同
項
又
は
同
条
第
二
項
の
規 

定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
を
含
む
。
）
を
延
長
さ
れ
た
同
条
例
第
六
条 

第
一
項
第
一
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
職
を
占
め
る
職
員 

（
新
設
） 
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四 

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に 

よ
り
勤
務
し
て
い
る
職
員
（
同
条
例
第
二
条
に
規
定
す
る
定
年
退
職
日
に 

お
い
て
付
則
第
九
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
て
い
た
職
員
を
除
く
。
） 

12 
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任 

を
さ
れ
た
職
員
で
あ
つ
て
、
当
該
他
の
職
へ
の
降
任
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ 

の
項
及
び
付
則
第
十
四
項
に
お
い
て
「
異
動
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
か
ら 

引
き
続
き
同
一
の
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
特
定
日
に
付
則 

第
九
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
（
以
下
こ
の
項
に
お 

い
て
「
特
定
日
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
異
動
日
の
前
日
に
当
該
職
員
が 

受
け
て
い
た
給
料
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
当
該
額
に
、
五 

十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円 

未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。 

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基
礎
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
達
し
な
い
こ
と 

と
な
る
職
員
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
を
除
く
。
）
に
は
、
当
分 

の
間
、
特
定
日
以
後
、
付
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
の
受
け
る
給 

料
月
額
の
ほ
か
、
基
礎
給
料
月
額
と
特
定
日
給
料
月
額
と
の
差
額
に
相
当
す 

る
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

（
新
設
） 

13 

前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
受
け 

る
給
料
月
額
と
の
合
計
額
が
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
属
す 

る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る 

前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
基
礎
給
料
月
額
と
特
定
日
給 

料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
当
該
職
員
の
属
す 

る
職
務
の
級
に
お
け
る
最
高
の
号
給
の
給
料
月
額
と
当
該
職
員
の
受
け
る
給 

料
月
額
」
と
す
る
。 

（
新
設
） 

14 

異
動
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
付
則
第 

（
新
設
） 
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九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
限
り
、
付
則
第
十
二
項
に
規
定
す
る 

職
員
を
除
く
。
）
で
あ
つ
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職 

員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該 

職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に 

よ
り
、
付
則
第
十
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
を
給
料
と 

し
て
支
給
す
る
。 

15

付
則
第
十
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
以
外 

の
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
任
用
の
事
情
を 

考
慮
し
て
当
該
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
が
あ
る
と
認
め 

ら
れ
る
職
員
に
は
、
当
分
の
間
、
当
該
職
員
の
受
け
る
給
料
月
額
の
ほ
か
、 

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
算 

出
し
た
額
を
給
料
と
し
て
支
給
す
る
。 

（
新
設
） 

16

付
則
第
十
二
項
又
は
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
に 

対
す
る
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
五
条
の
四
第
一
項
並
び
に
第
十
五
条
の
五

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
給

料
月
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
給
料
月
額
と
付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
又
は

第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
」
と
す
る
。 

（
新
設
） 

17

付
則
第
九
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
付
則
第
九
項
の
規 

定
に
よ
る
給
料
月
額
、
付
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
そ
の
他
付
則
第 

九
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会 

規
則
で
定
め
る
。 

（
新
設
） 

別
表
第
一 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
一 

（
略
） 
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別
表
第
三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
第
三 
（
略
） 

別
表

第
二

（
第

７
条

関
係

）

職
務

の
級

１
 

 
級

２
 

 
級

３
 

 
級

４
 

 
級

５
 

 
級

６
 

 
級

号
 

　
給

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

再任用職員以外の職員

円
円

円
円

円
円

再任用職員以外の職員

（
略

）
（

略
）

（
略

）
（

略
）

（
略

）
（

略
）

（
略

）
（

略
）

（
略

）
（

略
）

（
略

）
（

略
）

（
略

）

再
任

用
職

員

 
教
 
育
 職

 
給
 
料
 表

職
員

の
区

分

別
表

第
二

（
第

７
条

関
係

）

職
務

の
級

１
 

 
級

２
 

 
級

３
 

 
級

４
 

 
級

５
 

 
級

６
 

 
級

号
 

　
給

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

給
 
 
料

 
 
月

 
 
額

円
円

円
円

円
円

(
現

行
の

と
お

り
）

円
円

円
円

円
円

定年前再任用短時間勤務職員以外の職員

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

基
準

給
料

月
額

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）

定
年

前
再

任
用

短
時

間
勤

務
職

員

 
教
 
育
 職

 
給
 
料
 表

職
員

の
区

分

基
準

給
料

月
額

(
現

行
の

と
お

り
）

(
現

行
の

と
お

り
）
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義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改
正
案 

現
行 

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

（
定
義
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
定
義
） 

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条 

（
略
） 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
「
教
育
職
員
」
と
は
、
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、

主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護

助
教
諭
、
講
師
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
）
、
実
習
助
手

及
び
寄
宿
舎
指
導
員
を
い
う
。 

２ 

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
「
教
育
職
員
」
と
は
、
校
長
、
副
校
長
、
教
頭
、

主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
助
教
諭
、
養
護

助
教
諭
、
講
師
（
常
時
勤
務
の
者
及
び
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
五
第

一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
者
に
限
る
。
）
、
実
習
助
手

及
び
寄
宿
舎
指
導
員
を
い
う
。 

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で 

（
略
） 

附

則

１
か
ら
４
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

附

則

１
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

５ 

給
与
条
例
付
則
第
九
項
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
教
職
調
整
額
の
計
算
の

基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。 

６ 

給
与
条
例
付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給

料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
教
職
調
整
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額

は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
と
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と

の
合
計
額
と
す
る
。 

（
新
設
） 

（
新
設
） 
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東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
一
号
）

新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
等
の
規
定
の
適
用
）

第
五
条

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
六
条
の
二
、 

第
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一

条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一

項
中
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
並
び
に
東

京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年

東
京
都
条
例
第
百
六
十
一
号
。
以
下
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る

特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
」
と
、
第
三
条
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例

及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規
定
」
と
、
第
六
条
の
二
中
「
第
五
条
第
一
項
及

び
第
三
項
、
第
五
条
の
二
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条

の
」
と
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
指
定
す
る
職
員
又
は
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受

け
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又

は
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す

る
職
員
又
は
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
二
十
条
中
「
第
二

十
一
条
及
び
第
二
十
一
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
」
と
、
「
こ
の
条
例
に
定

め
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
」
と
、

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、

第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と

す
る
。

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
一
年
東
京

都
条
例
第
六
十
八
号
。
以
下
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。)

第
三
条
第
一
項
、
第

五
条
、
第
八
条
の
二
、
第
十
五
条
の
五
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
二

条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定

第
一
条
か
ら
第
四
条
ま
で

（
略
）

（
特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
等
の
規
定
の
適
用
）

第
五
条

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
六
条
の
二

第
二
項
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
条
、

第
二
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

二
条
第
一
項
中
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当

並
び
に
東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

平

成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
一
号
。
以
下
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。)

に
定
め
る
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
」
と
、
第
三
条
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ

の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規
定
」
と
、
第
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第

五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
二
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
」
と
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
指
定
す
る
職
員
又
は
指

定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
、
指
定
職
給
料
表

の
適
用
を
受
け
る
職
員
又
は
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
す
る
職
員
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
又
は
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
及

び
第
二
十
条
中
「
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
一
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
」

と
、
「
こ
の
条
例
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第

四
条
に
規
定
す
る
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百

分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員

及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
す
る
。

２

特
定
任
期
付
職
員
に
対
す
る
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例(

昭
和
三
十
一
年
東
京

都
条
例
第
六
十
八
号
。
以
下
「
学
校
職
員
給
与
条
例
」
と
い
う
。)

第
三
条
第
一
項
、
第

五
条
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
十
五
条
の
五
第
二
項
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
、
第

二
十
二
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
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の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」
と
あ
る
の
は

「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
並
び
に
東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
一
号
。
以
下
「
任
期

付
職
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。)

に
定
め
る
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
」
と
、
第
五
条

中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規
定
」

と
、
第
八
条
の
二
中
「
第
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

条
の
」
と
、
第
十
五
条
の
五
第
二
項
中
「
支
給
を
受
け
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
を
受

け
る
者
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
支
給
を
受
け
る
職

員
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
を
受
け
る
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
第
二
十
二
条
第

三
項
及
び
第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

十
四
条
」
と
、
「
こ
の
条
例
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採

用
条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る

の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
職
員
」
と
あ
る
の

は
「
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
す
る
。

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
中
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
」
と
あ

る
の
は
「
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
並
び
に
東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例(

平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
一
号
。
以
下
「
任

期
付
職
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。)

に
定
め
る
特
定
任
期
付
職
員
業
績
手
当
」
と
、
第
五

条
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の
規

定
」
と
、
第
八
条
の
二
第
二
項
中
「
第
七
条
並
び
に
前
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
九
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
」
と
、
第
十
五
条
の
五
第
二
項
中
「
支
給
を
受
け
る
者
」

と
あ
る
の
は
「
支
給
を
受
け
る
者
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
、
第
二
十
一
条
の
二
第
一

項
中
「
支
給
を
受
け
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
支
給
を
受
け
る
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職

員
」
と
、
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
二
十
三
条
中
「
第
二
十
四
条
及
び
第
二
十
四
条
の

二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
四
条
」
と
、
「
こ
の
条
例
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の

条
例
及
び
任
期
付
職
員
採
用
条
例
第
四
条
に
規
定
す
る
」
と
、
第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
百

分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項

中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
及
び
特
定
任
期
付
職
員
」
と
す
る
。

第
六
条
及
び
第
七
条

（
現
行
の
と
お
り
）

第
六
条
及
び
第
七
条

（
略
）
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東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
二
号
）

新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条
か
ら
第
七
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例
の
適
用
）

第
八
条

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二

条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
六
条
の
二
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
九
条

の
二
第
三
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
中
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
と
あ
る
の
は

「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
並
び
に
東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
及
び

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
二
号
。
以
下
「
任
期

付
研
究
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
第
三
条

中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
研
究
員
採
用
条
例
第
七
条
の
規

定
」
と
、
第
六
条
の
二
中
「
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
二
並
び
に
前
条
第

一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
任
期
付
研
究
員

採
用
条
例
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
」
と
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
指

定
す
る
職
員
又
は
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職

員
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又
は
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
指
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
又
は
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」

と
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
二
十
条
中
「
第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
一
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
」
と
、
「
こ
の
条
例
に
定
め
る
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例

及
び
任
期
付
研
究
員
採
用
条
例
第
七
条
に
規
定
す
る
」
と
、
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
百

分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、
第
二
十
一
条
の
三
第
二
項

中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
及
び
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
す
る
。

第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条
か
ら
第
七
条
ま
で

（
略
）

（
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例
の
適
用
）

第
八
条

第
一
号
任
期
付
研
究
員
及
び
第
二
号
任
期
付
研
究
員
に
対
す
る
給
与
条
例
第
二

条
第
一
項
、
第
三
条
、
第
六
条
の
二
第
二
項
、
第
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第

十
九
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
一
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
一
条
の
三
第
二

項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
一
項
中
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
」
と
あ

る
の
は
「
農
林
漁
業
普
及
指
導
手
当
並
び
に
東
京
都
の
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
二
号
。
以
下
「
任

期
付
研
究
員
採
用
条
例
」
と
い
う
。
）
に
定
め
る
任
期
付
研
究
員
業
績
手
当
」
と
、
第
三

条
中
「
こ
の
条
例
」
と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
研
究
員
採
用
条
例
第
七
条
の

規
定
」
と
、
第
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
五
条
の
二
並
び

に
前
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
十
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の

は
「
任
期
付
研
究
員
採
用
条
例
第
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
」
と
、
第
十
八

条
の
三
第
一
項
中
「
指
定
す
る
職
員
又
は
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
」
と
あ

る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
、
指
定
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
又
は
第
一
号
任
期
付

研
究
員
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
指
定
す
る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
す
る
職
員
又
は

第
一
号
任
期
付
研
究
員
」
と
、
第
十
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
二
十
条
中
「
第
二
十
一
条

及
び
第
二
十
一
条
の
二
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
」
と
、
「
こ
の
条
例
に
定
め
る
」

と
あ
る
の
は
「
こ
の
条
例
及
び
任
期
付
研
究
員
採
用
条
例
第
七
条
に
規
定
す
る
」
と
、
第

二
十
一
条
第
二
項
中
「
百
分
の
百
二
十
」
と
あ
る
の
は
「
百
分
の
百
六
十
七
・
五
」
と
、

第
二
十
一
条
の
三
第
二
項
中
「
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
職
員
及
び
第
一
号
任
期
付
研
究
員
」

と
す
る
。

第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で

（
略
）
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職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
五
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改

正

案

現

行

第
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
支
給
対
象
） 

（
支
給
対
象
） 

第
二
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条 

（
略
） 

一 

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
二

条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者 

一

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八

条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第
一

項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者 

二
か
ら
七
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

二
か
ら
七
ま
で 

（
略
） 

第
三
条
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
一
般
の
退
職
手
当
） 

第
五
条 

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
は
、
第
六
条
か
ら
第
六
条
の

五
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
に
、
第
七
条
又
は
第

八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
（
以
下
単
に
「
退

職
手
当
の
調
整
額
」
と
い
う
。
）
を
加
え
て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
五
条
の
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

（
退
職
手
当
の
基
本
額
） 

第
六
条 

退
職
し
た
者
（
第
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。
次
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第
九
条
の
規
定
及
び
学
校
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
）
第
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
く
給
料
の
調
整
額
（
第
六
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、

第
三
条
か
ら
第
四
条
の
二
ま
で 

（
略
） 

（
一
般
の
退
職
手
当
） 

第
五
条 

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
額
は
、
第
六
条
か
ら
第
六
条
の

五
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
基
本
額
に
、
第
七
条
の
規
定

に
よ
り
計
算
し
た
退
職
手
当
の
調
整
額
（
以
下
単
に
「
退
職
手
当
の
調
整
額
」

と
い
う
。
）
を
加
え
て
得
た
額
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

第
五
条
の
二 

（
略
） 

（
退
職
手
当
の
基
本
額
） 

第
六
条 

退
職
し
た
者
（
第
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
を
含
む
。
次
条

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
六
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第
九
条
の
規
定
及
び
学
校
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
）
第
十
一

条
の
規
定
に
基
づ
く
給
料
の
調
整
額
（
以
下
「
調
整
額
」
と
い
う
。
）
を
除
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付
則
第
六
条
の
五
第
二
項
並
び
に
付
則
第
三
十
七
条
に
お
い
て
「
調
整
額
」

と
い
う
。
）
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各

号
に
区
分
し
て
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
と

す
る
。 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

く
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
そ
の
者
の
勤
続
期
間
を
次
の
各
号
に
区
分
し
て
、

当
該
各
号
に
掲
げ
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
と
す
る
。 

２ 

（
略
） 

（
給
料
月
額
の
減
額
改
定
等
以
外
の
理
由
に
よ
り
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
） 

（
給
料
月
額
の
減
額
改
定
等
以
外
の
理
由
に
よ
り
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特
例
） 

第
六
条
の
二 

退
職
し
た
者
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）

第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
以
下
「
特
定
任
命
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
の
基
礎
在
職

期
間
（
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
礎
在
職
期
間
を
い
う
。
）
の
う
ち
東

京
都
規
則
で
定
め
る
期
間
中
に
、
給
料
月
額
の
減
額
改
定
（
給
料
月
額
の
改

定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
条
例
等
に
よ
る
改

定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い
た
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
い

う
。
）
そ
の
他
東
京
都
規
則
で
定
め
る
事
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
そ
の
者
の

給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
が
生
じ

た
日
（
以
下
「
減
額
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月

額
（
当
該
減
額
日
以
後
に
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
定
後
の
給
料
月
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規
則
で

定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者

の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
の
う
ち
最
も
多
い

も
の
（
以
下
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
退
職
の
日
に
お
け

る
そ
の
者
の
給
料
月
額
よ
り
も
多
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
支
給
す
る

退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の

合
計
額
と
す
る
。 

第
六
条
の
二 

退
職
し
た
者
の
基
礎
在
職
期
間
（
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る

基
礎
在
職
期
間
を
い
う
。
）
の
う
ち
東
京
都
規
則
で
定
め
る
期
間
中
に
、
給

料
月
額
の
減
額
改
定
（
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場

合
に
お
い
て
、
当
該
条
例
等
に
よ
る
改
定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い

た
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
東
京
都
規
則
で
定
め

る
事
由
以
外
の
理
由
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
理
由
が
生
じ
た
日
（
以
下
「
減
額
日
」
と
い
う
。
）

の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
当
該
減
額
日
以
後
に
給
料
月
額
の

改
定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
定
後
の
給

料
月
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額

が
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。
）
の
う
ち
最
も
多
い
も
の
（
以
下
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」

と
い
う
。
）
が
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
よ
り
も
多
い
と
き

は
、
そ
の
者
に
対
し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
前
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。 
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一
及
び
二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
及
び
二 

（
略
） 

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

（
略
） 

第
六
条
の
三
及
び
第
六
条
の
四 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
六
条
の
三
及
び
第
六
条
の
四 

（
略
） 

（
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
に
関
す
る
準
用
規
定
） 

第
六
条
の
四
の
二 

第
六
条
の
二
（
前
条
第
一
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
は
、
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職

し
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
条
の
二
の
見
出
し

中
「
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
」
と
、
同
条
第
一
項
中
「
退
職
し

た
者
（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命
（
以
下
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と

な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
任
命
（
警
察
法

（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
任
命
を
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
に
退
職
し
た
者
」
と
、
「
給

料
月
額
の
減
額
改
定
（
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
条
例
等
に
よ
る
改
定
に
よ
り
当
該
改
定
前
に
受
け
て
い
た
給

料
月
額
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
）
そ
の
他
東
京
都
規
則
で
定
め
る
事
由
」

と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
の
減
額
改
定
（
国
家
公
務
員
退
職
手
当
法
（
昭
和
二

十
八
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
五
条
の
二
第
一
項
の
俸
給
月
額
の
減
額
改
定

を
い
う
。
）
」
と
、
「
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
」
と
あ
る

の
は
「
俸
給
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
（
特
定
任
命
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
特
定
任
命
前
の
俸
給
月
額
よ
り
も
低
い
給
料
月
額
を
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
つ
た
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
給
料
月
額
（
当
該
減
額
日
以
後
に

給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改

定
後
の
給
料
月
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、

そ
の
額
が
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
は
、

（
新
設
） 
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こ
の
限
り
で
な
い
。
）
の
う
ち
」
と
あ
る
の
は
「
俸
給
月
額
の
う
ち
」
と
、
同

条
並
び
に
前
条
第
一
項
の
表
第
六
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
項
、
第
六
条
の
二

第
一
項
第
二
号
ロ
の
項
、
第
六
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
項
及
び
第
六
条
の
二

第
二
項
第
二
号
の
項
中
「
特
定
減
額
前
給
料
月
額
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
減
額

前
俸
給
月
額
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
給
料
の
調
整
額
等
の
支
給
を
受
け
た
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特

例
） 

（
給
料
の
調
整
額
等
の
支
給
を
受
け
た
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
係
る
特

例
） 

第
六
条
の
五 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
六
条
の
五 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２ 

（
略
） 

３

第
六
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
の
東
京

都
規
則
で
定
め
る
期
間
中
に
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
校
長
、
副
校
長
及
び
教
頭
の
職
か
ら
前
項
の
教
職
調
整
額
の

適
用
の
あ
る
者
の
職
へ
の
降
任
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
規
定
に
よ
る
降
任
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
を
し
た
も
の
の
前
項
（
次
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
「
教
職
調
整
額
を
受
け
て
い

た
期
間
を
第
六
条
の
勤
続
期
間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合
」
と
あ
る
の
は
、

「
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
校
長
、
副

校
長
及
び
教
頭
の
職
か
ら
教
職
調
整
額
の
適
用
の
あ
る
者
の
職
へ
の
降
任
を

し
た
日
以
後
、
当
該
教
職
調
整
額
を
受
け
て
い
た
期
間
を
第
六
条
の
勤
続
期

間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 

４ 

第
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
勤
続
期
間
が
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
て
い
る
東
京
都
公
営
企
業
、
特
別
区
及
び
特
別
区
の
一
部
事
務
組
合
の
職

員
の
当
該
期
間
内
に
当
該
東
京
都
公
営
企
業
、
特
別
区
及
び
特
別
区
の
一
部

事
務
組
合
の
条
例
等
に
よ
り
、
前
三
項
の
調
整
額
及
び
教
職
調
整
額
（
以
下

３ 
第
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
勤
続
期
間
が
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
定
め
ら

れ
て
い
る
東
京
都
公
営
企
業
、
特
別
区
及
び
特
別
区
の
一
部
事
務
組
合
の
職

員
の
当
該
期
間
内
に
当
該
東
京
都
公
営
企
業
、
特
別
区
及
び
特
別
区
の
一
部

事
務
組
合
の
条
例
等
に
よ
り
、
前
二
項
の
調
整
額
及
び
教
職
調
整
額
（
以
下
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「
調
整
額
等
」
と
い
う
。
）
と
同
様
の
も
の
を
受
け
て
い
た
期
間
が
あ
る
者

の
当
該
期
間
及
び
当
該
額
は
前
三
項
の
調
整
額
等
を
受
け
て
い
た
期
間
及
び

額
と
み
な
す
。 

（
退
職
手
当
の
調
整
額
） 

「
調
整
額
等
」
と
い
う
。
）
と
同
様
の
も
の
を
受
け
て
い
た
期
間
が
あ
る
者

の
当
該
期
間
及
び
当
該
額
は
前
二
項
の
調
整
額
等
を
受
け
て
い
た
期
間
及
び

額
と
み
な
す
。 

（
退
職
手
当
の
調
整
額
） 

第
七
条 

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
調
整
額
は
、
そ
の
者
の
調
整
額

期
間
（
次
条
に
規
定
す
る
調
整
額
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
日
の

属
す
る
月
か
ら
そ
の
者
の
調
整
額
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
ご

と
に
当
該
各
月
に
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
点
数
を
合
計
し
た
点
数
一
点
に
つ
き
千
百
円

を
乗
じ
た
額
と
す
る
。 

一
か
ら
十
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
八
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
七
条 

退
職
し
た
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
調
整
額
は
、
そ
の
者
の
調
整
額

期
間
（
次
条
に
規
定
す
る
調
整
額
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
初
日
の

属
す
る
月
か
ら
そ
の
者
の
調
整
額
期
間
の
末
日
の
属
す
る
月
ま
で
の
各
月
ご

と
に
当
該
各
月
に
そ
の
者
が
属
し
て
い
た
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分

に
応
じ
て
当
該
各
号
に
定
め
る
点
数
を
合
計
し
た
点
数
（
以
下
「
調
整
額
点

数
」
と
い
う
。
）
一
点
に
つ
き
千
百
円
を
乗
じ
た
額
と
す
る
。 

一
か
ら
十
三
ま
で 

（
略
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

第
八
条 

（
略
） 

（
管
理
監
督
職
勤
務
上
限
年
齢
に
よ
る
降
任
を
さ
れ
た
後
に
退
職
し
た
者
等
に

係
る
退
職
手
当
の
調
整
額
の
特
例
） 

第
八
条
の
二 

地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
他
の
職

へ
の
降
任
を
さ
れ
た
後
に
退
職
し
た
者
又
は
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ

た
後
に
退
職
し
た
者
の
前
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄

に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

第
七
条
第
一
項 

次
条
に 

第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

ら
れ
た
第
八
条
第
一
項
に 

同
じ
。
） 

同
じ
。
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
ご
と
に
、

当
該
期
間 

そ
の
者
の
調
整
額

当
該
期
間
の 

（
新
設
） 
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期
間
の 

合
計
し
た
点
数 

合
計
し
た
点
数
を
計
算
し
、
多
い
方
の

点
数
に 

第
八
条
第
一
項 

と
し
て
、 

と
し
て
二
十
年
前
ま
で
の
期
間
又
は
地

方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
他
の
職
へ
の
降
任
を
さ
れ

た
日
若
し
く
は
特
定
任
命
に
よ
り
職
員

と
な
つ
た
日
の
前
日
の
属
す
る
月
の
末

日
を
起
算
日
と
し
て 

第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で 

（
略
） 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
） 

（
失
業
者
の
退
職
手
当
） 

第
十
三
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
三
条 

（
略
） 

２
及
び
３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
及
び
３ 

（
略
） 

４ 

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
に
係
る
退
職
が
定
年

に
達
し
た
こ
と
そ
の
他
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る

職
員
が
当
該
退
職
後
一
定
の
期
間
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す

る
場
合
に
お
い
て
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
そ
の

旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
第
一
項
中
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
」
と
あ
る

の
は
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
、
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希

望
す
る
一
定
の
期
間
（
一
年
を
限
度
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
期
間
を
合
算

し
た
期
間
（
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
一
定
の
期
間

内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
当
該
退

職
の
日
の
翌
日
か
ら
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に

相
当
す
る
期
間
を
加
算
し
た
期
間
）
」
と
、
「
当
該
期
間
内
」
と
あ
る
の
は

「
当
該
合
算
し
た
期
間
内
」
と
、
前
項
中
「
支
給
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
第

４ 

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
に
係
る
退
職
が
定
年

に
達
し
た
こ
と
そ
の
他
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る

職
員
が
、
当
該
退
職
後
一
定
の
期
間
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望

す
る
場
合
に
お
い
て
、
東
京
都
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
そ

の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
第
一
項
中
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
と
、
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を

希
望
す
る
一
定
の
期
間
（
一
年
を
限
度
と
す
る
。
）
に
相
当
す
る
期
間
を
合

算
し
た
期
間
（
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
な
い
こ
と
を
希
望
す
る
一
定
の
期

間
内
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
期
間
に
当
該

退
職
の
日
の
翌
日
か
ら
当
該
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
の
前
日
ま
で
の
期
間

に
相
当
す
る
期
間
を
加
算
し
た
期
間
）
」
と
、
「
当
該
期
間
内
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
合
算
し
た
期
間
内
」
と
、
前
項
中
「
支
給
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
第
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四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
期
間
」
と
し
、

当
該
退
職
の
日
後
に
事
業
（
そ
の
実
施
期
間
が
三
十
日
未
満
の
も
の
そ
の
他

東
京
都
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
開
始
し
た
職
員
そ
の
他
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
東
京
都
規
則
で
定
め
る
職
員
が
東
京
都
規
則
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
そ
の
旨
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
事
業
の
実
施

期
間
（
当
該
実
施
期
間
の
日
数
が
四
年
か
ら
第
一
項
及
び
こ
の
項
の
規
定
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
期
間
の
日
数
を
除
い
た
日
数
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
当

該
超
え
る
日
数
を
除
く
。
）
は
、
第
一
項
及
び
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
期
間

に
算
入
し
な
い
。 

四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
ら
れ
た
第
一
項
に
規
定
す
る
支
給
期
間
」
と
す
る
。 

５
か
ら
７
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

５
か
ら
７
ま
で 

（
略
） 

８ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

８ 

（
略
） 

一
か
ら
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

一
か
ら
四
ま
で 

（
略
） 

五 

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
特
定
地

方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業

者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
知
事
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の

例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者 
同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

五 

公
共
職
業
安
定
所
、
職
業
安
定
法
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
特
定
地

方
公
共
団
体
若
し
く
は
同
法
第
十
八
条
の
二
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業

者
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
く
た
め
、
又
は
知
事
が
雇
用
保
険
法
の
規
定
の

例
に
よ
り
指
示
し
た
同
法
第
五
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
職
業
訓

練
等
を
受
け
る
た
め
、
そ
の
住
所
又
は
居
所
を
変
更
す
る
者 

同
条
第
二

項
に
規
定
す
る
移
転
費
の
額
に
相
当
す
る
金
額 

六 

（
現
行
の
と
お
り
） 

六 

（
略
） 

９
か
ら
１
４
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 
９
か
ら
１
４
ま
で 

（
略
） 

第
十
四
条
か
ら
第
十
四
条
の
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条
か
ら
第
十
四
条
の
三
ま
で 

（
略
） 

（
特
別
区
等
の
職
員
と
な
つ
た
者
の
取
扱
い
） 

（
特
別
区
等
の
職
員
と
な
つ
た
者
の
取
扱
い
） 

第
十
四
条
の
四 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
四
条
の
四 

（
略
） 

２

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

（
略
） 
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３

第
一
項
の
特
別
区
等
の
職
員
が
在
職
中
六
十
五
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、

当
該
年
齢
に
達
し
た
日
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用

す
る
。 

３

第
一
項
の
特
別
区
等
の
職
員
が
在
職
中
六
十
歳
に
達
し
た
場
合
に
は
、
当

該
年
齢
に
達
し
た
日
に
退
職
し
た
も
の
と
み
な
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す

る
。 

４ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

４ 

（
略
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で 

（
略
） 

（
退
職
手
当
の
支
払
の
差
止
め
） 

（
退
職
手
当
の
支
払
の
差
止
め
） 

第
十
八
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
八
条 

（
略
） 

一 

職
員
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
（
当
該
起
訴
に
係
る
犯
罪
に
つ
い
て
禁

錮
以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
編
に
規
定
す
る
略
式
手
続
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
判
決
の
確

定
前
に
退
職
を
し
た
と
き
。 

一

職
員
が
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
（
当
該
起
訴
に
係
る
犯
罪
に
つ
い
て
禁

錮こ

以
上
の
刑
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
六
編
に
規
定
す
る
略
式
手
続
に
よ
る
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
判
決
の
確

定
前
に
退
職
を
し
た
と
き
。 

二 

（
現
行
の
と
お
り
） 

二 

（
略
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
４
ま
で 

（
略
） 

５

（
現
行
の
と
お
り
） 

５

（
略
） 

一

（
現
行
の
と
お
り
） 

一

（
略
） 

二 

当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
支
払
差
止
処
分
の

理
由
と
な
つ
た
起
訴
又
は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
、
判
決
が
確
定

し
た
場
合
（
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の
判
決
が
確

定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場
合

で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当

該
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
当
該
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日

か
ら
六
月
を
経
過
し
た
場
合 

二 

当
該
支
払
差
止
処
分
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
支
払
差
止
処
分
の

理
由
と
な
つ
た
起
訴
又
は
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
つ
き
、
判
決
が
確
定

し
た
場
合
（
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
及
び
無
罪
の
判
決
が
確

定
し
た
場
合
を
除
く
。
）
又
は
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
場
合

で
あ
つ
て
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
当

該
判
決
が
確
定
し
た
日
又
は
当
該
公
訴
を
提
起
し
な
い
処
分
が
あ
つ
た
日

か
ら
六
月
を
経
過
し
た
場
合 
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三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

三 

（
略
） 

６
か
ら
１
０
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

６
か
ら
１
０
ま
で 

（
略
） 

（
退
職
後
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
） 

（
退
職
後
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
） 

第
十
九
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
十
九
条 

（
略
） 

一 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
刑
事
事
件
（
当
該
退
職
後
に
起
訴
を
さ
れ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
限
る
。
）

に
関
し
当
該
退
職
後
に
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。 

一 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
刑
事
事
件
（
当
該
退
職
後
に
起
訴
を
さ
れ
た
場

合
に
あ
つ
て
は
、
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
限
る
。
）

に
関
し
当
該
退
職
後
に
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。 

二 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
地
方
公

務
員
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
処
分
（
以
下
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受

け
た
と
き
。 

二 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
地
方
公

務
員
法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
懲
戒
免
職
処
分
（
以
下
「
再

任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
。 

三 

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
者
を
除
く
。
）
に

つ
い
て
、
当
該
退
職
後
に
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。 

三 

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
再
任
用
職
員
に

対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
退
職

後
に
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て

の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を

し
た
と
認
め
た
と
き
。 

２
か
ら
６
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
６
ま
で 

（
略
） 

（
退
職
を
し
た
者
の
退
職
手
当
の
返
納
） 
（
退
職
を
し
た
者
の
退
職
手
当
の
返
納
） 

第
二
十
条 

退
職
を
し
た
者
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の

額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対

し
、
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
、
当
該
退
職
を
し
た
者
の

第
二
十
条 

退
職
を
し
た
者
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の

額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対

し
、
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
情
の
ほ
か
、
当
該
退
職
を
し
た
者
の

　66　



生
計
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を

し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
第
十
三

条
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
者
（
次
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
失
業
手
当
受
給
可
能
者
」

と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
る
金

額
（
次
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
失
業
者
退
職
手
当
額
」
と
い
う
。
）

を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の
返
納
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。 

生
計
の
状
況
を
勘
案
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を

し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
支
給
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
第
十
三

条
第
三
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
者
（
次
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
失
業
手
当
受
給
可
能
者
」

と
い
う
。
）
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ

れ
る
金
額
（
次
条
及
び
第
二
十
二
条
に
お
い
て
「
失
業
者
退
職
手
当
額
」
と

い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
の
返
納
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。 

一 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に

関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。 

一

当
該
退
職
を
し
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に

関
し
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。 

二 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
と
き
。 

二 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎

と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用

職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
と
き
。 

三 

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
職
員
を
除
く
。
）

に
つ
い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員

と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き

行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。 

三

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
（
再
任
用
職
員
に

対
す
る
免
職
処
分
の
対
象
と
な
る
職
員
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
当
該
一

般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い

た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め

た
と
き
。 

２
か
ら
６
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
か
ら
６
ま
で 

（
略
） 

第
二
十
一
条 

（
現
行
の
と
お
り
） 
第
二
十
一
条 

（
略
） 

（
退
職
手
当
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
） 

（
退
職
手
当
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
） 

第
二
十
二
条 

退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）

に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お

い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条

第
二
十
二
条 

退
職
を
し
た
者
（
死
亡
に
よ
る
退
職
の
場
合
に
は
、
そ
の
遺
族
）

に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た
後
に
お

い
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
条
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に
お
い
て
「
退
職
手
当
の
受
給
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
退
職
の
日
か
ら
六

月
以
内
に
第
二
十
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け

る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を

除
く
。
）
に
お
い
て
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第

六
項
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
、

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る

べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
を

し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
通
知
が
当
該
相
続
人
に

到
達
し
た
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を

し
た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し

て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を

し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額

（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
は
、
失

業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を

命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

に
お
い
て
「
退
職
手
当
の
受
給
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
退
職
の
日
か
ら
六

月
以
内
に
第
二
十
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け

る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を

除
く
。
）
に
お
い
て
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退

職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
（
包
括
受
遺
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
退
職
を
し

た
者
が
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て

の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し

た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
通
知
が
当
該
相
続
人
に
到
達
し
た
日
か

ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該

一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い

た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を

し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
失
業
者
退

職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る

処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
第
二
十
条
第

五
項
又
は
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
東
京
都
行
政
手
続
条
例
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一

項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と

き
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
退
職

に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か

ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該

退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基

２ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
第
二
十
条
第

五
項
又
は
前
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
東
京
都
行
政
手
続
条
例
第
十
五

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一

項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と

き
（
次
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。
）
は
、
当
該
退
職

に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か

ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該

退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
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礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ

つ
た
場
合
に
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相

当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般

の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ

つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一

部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

退
職
手
当
の
受
給
者
（
遺
族
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期
間
中

の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
（
第
十
八
条
第
一
項

第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

当
該
刑
事
事
件
に
つ
き
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退

職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日

か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当

該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分

を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一

般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で

あ
つ
た
場
合
に
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に

相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

退
職
手
当
の
受
給
者
（
遺
族
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
か
ら
第
五
項
ま
で
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期
間
中

の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
（
第
十
八
条
第
一
項

第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
、

当
該
刑
事
事
件
に
つ
き
判
決
が
確
定
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ
、
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退

職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日

か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当

該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の

基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き
続
い
た
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分

を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一

般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で

あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は

一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期

間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
後
に
お
い
て
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該

退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の

日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、

４ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
基
礎
在
職
期

間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
を
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
当

該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
後
に
お
い
て
第
二
十
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該

退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
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当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し

た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額

を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。 

日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、

当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
刑
事
事
件
に
関
し
禁
錮こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し

た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
失
業
者
退
職

手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処

分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
当
該
退
職
に

係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き

続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対

す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手

当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内
に

限
り
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者

が
当
該
行
為
に
関
し
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分

を
受
け
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退

職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で
あ
つ
た
場
合
に
は
、
失
業
者
退
職

手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処

分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

退
職
手
当
の
受
給
者
が
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
当
該
退
職
に

係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
職
員
と
し
て
の
引
き

続
い
た
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受

け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ

と
な
く
死
亡
し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当

該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
死
亡
の
日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
退
職
手

当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
当
該
行
為
に
関
し

再
任
用
職
員
に
対
す
る
免
職
処
分
を
受
け
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
当
該
一

般
の
退
職
手
当
等
の
額
（
当
該
退
職
を
し
た
者
が
失
業
手
当
受
給
可
能
者
で

あ
つ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
失
業
者
退
職
手
当
額
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は

一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

６
か
ら
８
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

６
か
ら
８
ま
で 

（
略
） 

第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で 

（
略
） 

付

則

付

則

第
一
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
六
条
の
五 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２

前
項
の
在
職
期
間
内
に
同
公
社
の
規
定
に
よ
り
調
整
額
と
同
様
の
も
の
を

第
一
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で 

（
略
） 

第
六
条
の
五 
（
略
） 

２

前
項
の
在
職
期
間
内
に
同
公
社
の
規
定
に
よ
り
第
六
条
の
四
第
一
項
の
調
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受
け
て
い
た
期
間
が
あ
る
者
の
当
該
期
間
及
び
当
該
額
は
、
調
整
額
を
受
け

て
い
た
期
間
及
び
額
と
み
な
す
。 

第
七
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

整
額
と
同
様
の
も
の
を
受
け
て
い
た
期
間
が
あ
る
者
の
当
該
期
間
及
び
当
該

額
は
、
同
項
の
調
整
額
を
受
け
て
い
た
期
間
及
び
額
と
み
な
す
。 

第
七
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で 

（
略
） 

第
二
十
九
条 

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第

十
三
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
中
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

第
二
十
九
条 

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
職
員
に
対
す
る
第

十
三
条
第
七
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
中
次
の
表
の
上

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。 

第
二
十
八
条
ま
で 

第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則
第
五
条 

ロ

（
現
行
の
と
お
り
） 

ロ
及
び
ハ 

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
八
条
ま
で 

第
二
十
八
条
ま
で
及
び
附
則
第
五
条 

ロ

（
略
） 

ロ
及
び
ハ 

（
略
）

第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条 
（
現
行
の
と
お
り
） 

第
三
十
条
及
び
第
三
十
一
条 

（
略
） 

第
三
十
二
条 

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
項
及
び
学
校
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
給
料
月
額
の
改
定
（
次

条
に
お
い
て
「
給
料
月
額
七
割
措
置
」
と
い
う
。
）
は
、
第
六
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
給
料
月
額
の
減
額
改
定
に
該
当
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 

第
三
十
三
条 

当
分
の
間
、
給
料
月
額
七
割
措
置
の
適
用
を
受
け
る
者
の
う
ち
、

第
六
条
の
二
第
一
項
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
期
間
中
に
、
同
項
の
理
由
（
給

料
月
額
七
割
措
置
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る

場
合
を
除
く
。
）
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
者

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
同
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
項
又
は
第
三
項
に
定
め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
東

京
都
規
則
で
定
め
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

第
六
条
の
二
第
一
項
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
期
間
中
に
、
同
項
の
理
由

（
給
料
月
額
七
割
措
置
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
場
合
及
び
当
該
減
額
を
さ
れ
た
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
七
割
措
置

減
額
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
同
項
の
理
由
を
除
く
。
）
に
よ
り
そ
の
者
の

給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
減
額
を
さ
れ
た

（
新
設
） 
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日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
別
特
定
減
額
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お

け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
（
当
該
特
別
特
定
減
額
日
以
後
に
給
料
月
額
の
改
定

を
す
る
条
例
等
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
東
京
都
規
則
で
定

め
る
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
特
別
特
定
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ

の
者
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
の
う
ち
最
も
多

い
も
の
（
当
該
給
料
月
額
が
こ
の
項
に
規
定
す
る
七
割
措
置
前
給
料
月
額
を
超

え
な
い
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
特
別
特
定
減
額
日
が
七
割
措
置
減
額
日
よ
り

も
後
の
も
の
に
限
る
。
）
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
別
特
定
減
額
前
給
料

月
額
」
と
い
う
。
）
が
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
よ
り
も
多
く
、

か
つ
、
給
料
月
額
七
割
措
置
に
よ
り
そ
の
者
の
給
料
月
額
が
減
額
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
七
割
措
置
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の

給
料
月
額
（
当
該
七
割
措
置
減
額
日
以
後
に
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等

が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
と
す

る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
が
七
割
措
置
減
額
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料

月
額
を
超
え
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
）
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
七

割
措
置
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月

額
よ
り
多
い
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と
す
る
。 

一

そ
の
者
が
特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
（
当
該
特
別
特
定
減
額
前
給
料

月
額
に
係
る
特
別
特
定
減
額
日
が
二
以
上
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち

最
も
遅
い
日
の
前
日
に
お
け
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
又
は
七
割
措
置
前
給
料
月
額
の
い
ず
れ
か
多
い
額
（
以
下
こ
の
条

及
び
付
則
第
三
十
五
条
に
お
い
て
「
上
位
減
額
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）

に
係
る
減
額
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退

職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
上
位
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減
額
前
給
料
月
額
を
基
礎
と
し
て
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算

し
た
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本
額
に
相
当
す
る
額 

二

そ
の
者
が
特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
又
は
七
割
措
置
前
給
料
月
額
の

い
ず
れ
か
少
な
い
額
（
以
下
こ
の
条
及
び
付
則
第
三
十
五
条
に
お
い
て
「
下

位
減
額
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
に
係
る
減
額
日
の
前
日
に
現
に
退
職
し

た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の
者
の
同

日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
割
合
か

ら
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額 

イ

そ
の
者
が
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
係
る
減
額
日
の
前
日
に
現
に
退

職
し
た
理
由
と
同
一
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
も
の
と
し
、
か
つ
、
そ
の

者
の
同
日
ま
で
の
勤
続
期
間
及
び
下
位
減
額
前
給
料
月
額
を
基
礎
と
し

て
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
場
合
の
退
職
手
当
の
基
本

額
に
対
す
る
割
合 

ロ

前
号
に
掲
げ
る
額
の
上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
対
す
る
割
合 

三 

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
に
、
イ
に
掲
げ
る
割
合
か
ら
ロ

に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額 

イ 

そ
の
者
に
対
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
が
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
計
算
し
た
額
で
あ
る
も
の
と
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
退
職
手
当

の
基
本
額
の
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
に
対
す
る
割
合 

ロ

前
号
に
掲
げ
る
額
の
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
対
す
る
割
合 

３ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
額
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
同
項
第
二
号
ロ

に
掲
げ
る
割
合
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
超
え
る
場
合
は
、
同

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
も
つ
て
そ
の
者
に
対
し

て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
と
す
る
。 
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一

四
十
三
以
上 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
四
十
三
を
乗
じ
て
得
た
額 

二 

四
十
三
未
満 

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
前
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
割

合
の
区
分
に
応
じ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額 

イ 
四
十
三
以
上 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
及
び
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
四
十
三
か
ら
当

該
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額 

ロ

四
十
三
未
満 
上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
、
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
前
項
第
三
号
ロ
に
掲

げ
る
割
合
か
ら
前
項
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
及
び
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料
月
額
に
四
十
三

か
ら
前
項
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
割
合
を
控
除
し
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
の
合
計
額 

第
三
十
四
条 

当
分
の
間
、
第
六
条
の
三
及
び
第
六
条
の
四
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
定
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
定
年
（
職
員

の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
東
京
都
条
例

第 
 

号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
こ
の
条

及
び
付
則
第
三
十
七
条
に
お
い
て
「
令
和
四
年
旧
職
員
定
年
条
例
」
と
い
う
。
）

第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
と
し
、
令
和
四
年
旧

職
員
定
年
条
例
第
三
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十

五
歳
と
し
、
令
和
四
年
旧
職
員
定
年
条
例
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ

て
は
六
十
三
歳
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。 

（
新
設
） 

第
三
十
五
条 

当
分
の
間
、
第
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る
付
則

第
三
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中

同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す

る
。 

（
新
設
） 
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付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
一
号 

及
び
上
位
減
額
前

給
料
月
額 

並
び
に
上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当

該
上
位
減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十

を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額 

第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
二
号 

及
び
下
位
減
額
前

給
料
月
額 

並
び
に
下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当

該
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十

を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
二
号
イ 

及
び
下
位
減
額
前

給
料
月
額 

並
び
に
下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当

該
下
位
減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十

を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額 

第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
二
号
ロ 

上
位
減
額
前
給
料

月
額 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
上
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
三
号 

給
料
月
額
に
、 

給
料
月
額
及
び
当
該
給
料
月
額
に
百
分

の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
に
、 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
三
号
イ 

第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
第
六
条
第
一
項 

付
則
第
三
十
三
条

第
二
項
第
三
号
ロ 

下
位
減
額
前
給
料

月
額 

下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
下
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

付
則
第
三
十
三
条

第
三
項 

前
項
の 

付
則
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
前
項
の 
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付
則
第
三
十
三
条

第
三
項
第
一
号 

上
位
減
額
前
給
料

月
額 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
上
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

付
則
第
三
十
三
条

第
三
項
第
二
号
イ 

上
位
減
額
前
給
料

月
額 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
上
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

下
位
減
額
前
給
料

月
額 

下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
下
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

付
則
第
三
十
三
条

第
三
項
第
二
号
ロ 

上
位
減
額
前
給
料

月
額 

上
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
上
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

下
位
減
額
前
給
料

月
額 

下
位
減
額
前
給
料
月
額
及
び
当
該
下
位

減
額
前
給
料
月
額
に
百
分
の
十
を
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額 

及
び
退
職
の
日
に

お
け
る
そ
の
者
の

給
料
月
額 

並
び
に
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の

給
料
月
額
及
び
当
該
給
料
月
額
に
百
分

の
十
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額 

第
三
十
六
条 

当
分
の
間
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
附
則
第
十
三
項
、
第
十

五
項
、
第
十
七
項
若
し
く
は
第
十
八
項
又
は
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
若
し
く
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給

さ
れ
る
職
員
の
退
職
手
当
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
給
料
月
額
と

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。 

（
新
設
） 

第
三
十
七
条 

当
分
の
間
、
調
整
額
の
支
給
を
受
け
た
者
が
、
六
十
歳
（
令
和
四

年
旧
職
員
定
年
条
例
第
三
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十
三
歳
と

（
新
設
） 
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す
る
。
）
に
達
し
た
日
後
に
お
け
る
最
初
の
四
月
一
日
（
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
「
特
定
日
」
と
い
う
。
）
以
後
退
職
し
た
場
合
に
、
そ
の
者
に
対

し
て
支
給
す
る
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
第
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
第
六
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
の
規
定
（
付
則
第
三
十
三
条
及
び
付

則
第
三
十
五
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
規
定
）
に
よ
り
計
算

し
て
得
た
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
（
特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て

調
整
額
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
第
一
号
に
掲
げ
る
額
と
し
、
特
定
日

の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
第

二
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
）
を
加
え
た
額
と
す
る
。 

一 

特
定
日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
調
整
額
の
額
に
相
当
す
る
東
京
都

規
則
で
定
め
る
額
（
特
定
日
の
前
日
に
調
整
額
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
者

に
つ
い
て
は
、
特
定
日
の
前
日
の
直
近
の
時
期
に
受
け
て
い
た
調
整
額
の
額

に
相
当
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
）
と
、
そ
の
者
が
特
定
日
の
前
日
ま

で
の
期
間
に
お
い
て
最
も
長
期
間
に
わ
た
り
支
給
を
受
け
て
い
た
調
整
額

の
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
と
の
い
ず
れ
か
多
い
額
の
も

の
に
、
特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
期
間

を
第
六
条
の
勤
続
期
間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額 

 

二 

退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
調
整
額
の
額
（
退
職
の
日
に
調
整
額
の
支

給
を
受
け
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て
退
職

の
日
の
直
近
の
時
期
に
受
け
て
い
た
調
整
額
の
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規

則
で
定
め
る
額
）
と
、
そ
の
者
が
特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て
最
も
長
期

間
に
わ
た
り
支
給
を
受
け
て
い
た
調
整
額
の
額
に
相
当
す
る
東
京
都
規
則

で
定
め
る
額
と
の
い
ず
れ
か
多
い
額
の
も
の
に
、
調
整
額
を
受
け
て
い
た
期

間
を
第
六
条
の
勤
続
期
間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合
か
ら
前
号
に
掲
げ

る
支
給
割
合
を
控
除
し
た
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額 
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第
三
十
八
条 

当
分
の
間
、
特
定
日
以
後
退
職
し
た
場
合
に
、
退
職
時
に
義
務
教

育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
第

三
条
の
教
職
調
整
額
の
適
用
の
あ
る
者
の
退
職
手
当
の
基
本
額
は
、
第
六
条
の

五
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
六
条
か
ら
第
六
条
の
四
ま
で
の
規
定

（
付
則
第
三
十
三
条
及
び
付
則
第
三
十
五
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
当
該
規
定
）
及
び
第
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
（
前
条
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
場
合
は
、
同
条
の
規
定
）
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
額
に
、
次
に
掲
げ
る

額
の
合
計
額
（
特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
教
職
調
整
額
の
支
給
を

受
け
て
い
な
い
場
合
は
、
第
二
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
。
）
を
加
え
た
額
と
す

る
。 

（
新
設
） 

一 

特
定
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
教
職
調
整
額
の
額
に
相
当
す
る
東
京
都

規
則
で
定
め
る
額
に
特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
教
職
調
整
額

を
受
け
て
い
た
期
間
を
第
六
条
の
勤
続
期
間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合

を
乗
じ
て
得
た
額 

二 

退
職
時
に
受
け
て
い
た
教
職
調
整
額
の
額
に
教
職
調
整
額
を
受
け
て
い

た
期
間
を
第
六
条
の
勤
続
期
間
と
み
な
し
て
得
た
支
給
割
合
か
ら
前
号
に

掲
げ
る
支
給
割
合
を
控
除
し
た
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額 

２ 

前
項
の
規
定
は
、
第
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

第
三
十
九
条 

当
分
の
間
、
付
則
第
三
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
対
す
る

第
六
条
の
五
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
六
条
の
二
」

と
あ
る
の
は
、
「
付
則
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

（
新
設
） 
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非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
六
号
） 

新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改

正

案

現

行

（
通
則
） 

第
一
条 

非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職

員
及
び
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
職
員
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

除
く
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

（
通
則
） 

第
一
条 

非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職

員
及
び
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め

る
職
員
を
除
く
。
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末

手
当
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
を

除
く
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
二
条
か
ら
第
六
条
ま
で 

（
略
） 

別
表
一
か
ら
別
表
三
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

別
表
一
か
ら
別
表
三
ま
で 

（
略
） 
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東
京
都
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
十
二
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
）

改

正

案

現

行

第
一
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
）

第
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

一
か
ら
十
四
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
削
除
）

（
削
除
）

十
五

特
定
看
護
分
野
従
事
手
当

（
削
除
）

（
削
除
）

（
死
体
取
扱
・
解
剖
等
業
務
手
当
）

第
三
条

死
体
取
扱
・
解
剖
等
業
務
手
当
は
、
監
察
医
務
院
そ
の
他
の
機

関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
死
体
解
剖
、
死
体
解
剖
補
助
若
し
く
は
検
案

そ
の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又
は
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
若
し

く
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
す
る
職
員
が
、
死
体
の
取
扱
い
に
従

事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
条
及
び
第
五
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
防
疫
等
業
務
手
当
）

第
六
条

（
現
行
の
と
お
り
）

一

保
健
所
そ
の
他
の
機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
感
染
症
患
者
の
検

体
採
取
、
移
送
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又
は
感
染
症
病

原
体
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
接
触
す
る
業
務
に
従
事
し
た
と

き
。

二
及
び
三

（
現
行
の
と
お
り
）

第
一
条

（
略
）

（
特
殊
勤
務
手
当
の
種
類
）

第
二
条

（
略
）

一
か
ら
十
四
ま
で

（
略
）

十
五

産
科
医
業
務
手
当

十
六

救
急
医
療
業
務
手
当

十
七

特
定
看
護
分
野
従
事
手
当

十
八

分
べ
ん
介
助
業
務
手
当

十
九

新
生
児
担
当
医
業
務
手
当

（
死
体
取
扱
・
解
剖
等
業
務
手
当
）

第
三
条

死
体
取
扱
・
解
剖
等
業
務
手
当
は
、
監
察
医
務
院
そ
の
他
の
機

関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
死
体
解
剖
、
死
体
解
剖
補
助
若
し
く
は
検
案

そ
の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又
は
都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
に

勤
務
す
る
職
員
が
、
死
体
の
取
扱
い
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

（
略
）

第
四
条
及
び
第
五
条

（
略
）

（
防
疫
等
業
務
手
当
）

第
六
条

（
略
）

一

都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
感
染
症
患
者
の

治
療
、
看
護
そ
の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
感
染
症
病
原
体
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
接
触
す
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
、
又

は
血
液
透
析
若
し
く
は
こ
れ
に
伴
う
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

二
及
び
三

（
略
）
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２

（
現
行
の
と
お
り
）

（
精
神
神
経
疾
患
診
療
等
業
務
手
当
）

第
七
条

（
現
行
の
と
お
り
）

（
削
除
）

一

総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
又
は
保
健
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
相
談
業
務
に
従
事

し
た
と
き
。

二

福
祉
保
健
局
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二

十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
と
き
。

（
削
除
）

２

（
現
行
の
と
お
り
）

（
削
除
）

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
百
七

十
円

二

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百

十
円
（
従
事
し
た
回
数
に
よ
り
支
給
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
回

に
つ
き
千
四
百
二
十
円
）

（
削
除
）

第
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
放
射
線
・
有
害
物
等
取
扱
業
務
手
当
）

第
二
十
二
条

（
現
行
の
と
お
り
）

２

（
略
）

（
精
神
神
経
疾
患
診
療
等
業
務
手
当
）

第
七
条

（
略
）

一

都
立
病
院
の
閉
鎖
病
棟
に
勤
務
す
る
職
員
が
、
患
者
の
看
護
業
務

に
従
事
し
た
と
き
。

二

総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
若
し
く
は
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
又
は
保
健
所
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
相
談
業
務
に
従
事

し
た
と
き
。

三

福
祉
保
健
局
に
所
属
す
る
職
員
が
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二

十
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
業

務
に
従
事
し
た
と
き
。

四

都
立
病
院
の
精
神
科
等
に
勤
務
す
る
職
員
が
、
精
神
科
夜
間
休
日

救
急
診
療
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

２

（
略
）

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
百

円
二

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
百
七

十
円

三

前
項
第
三
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
二
百

十
円
（
従
事
し
た
回
数
に
よ
り
支
給
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
回

に
つ
き
千
四
百
二
十
円
）

四

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
場
合

従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百

円

第
八
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で

（
略
）

（
放
射
線
・
有
害
物
等
取
扱
業
務
手
当
）

第
二
十
二
条

（
略
）
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一

保
健
所
そ
の
他
の
機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
エ
ッ
ク
ス
線
そ
の

他
の
放
射
線
の
操
作
、
放
射
性
同
位
元
素
の
取
扱
い
そ
の
他
の
業
務

に
従
事
し
た
と
き
。

二

（
現
行
の
と
お
り
）

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
二
十
三
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
交
替
制
勤
務
者
等
業
務
手
当
）

第
三
十
七
条

交
替
制
勤
務
者
等
業
務
手
当
は
、
交
替
制
勤
務
に
従
事
す

る
職
員
そ
の
他
の
職
員
が
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
割
り

振
ら
れ
た
正
規
の
勤
務
時
間
に
よ
る
勤
務
の
全
部
又
は
一
部
が
深
夜

（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
勤
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

（
削
除
）

（
削
除
）

２

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
一
勤
務
に
つ
き
三
千
九
百
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め

る
。

（
削
除
）

一

都
立
病
院
、
保
健
所
そ
の
他
の
機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
エ
ッ

ク
ス
線
そ
の
他
の
放
射
線
の
操
作
、
放
射
性
同
位
元
素
の
取
扱
い
そ

の
他
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

二

（
略
）

２

（
略
）

第
二
十
三
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で

（
略
）

（
交
替
制
勤
務
者
等
業
務
手
当
）

第
三
十
七
条

交
替
制
勤
務
者
等
業
務
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支

給
す
る
。

一

交
替
制
勤
務
に
従
事
す
る
職
員
そ
の
他
の
職
員
が
、
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
東
京
都
条
例
第

十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
割
り
振
ら
れ
た
正
規
の
勤
務
時
間
（
以
下

「
正
規
の
勤
務
時
間
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
勤
務
の
全
部
又
は
一
部

が
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
勤
務
に
従
事
し
た
と
き
。

二

都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
手
術
、
診
療
そ

の
他
の
業
務
の
た
め
に
、
夜
間
（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則

で
定
め
る
時
間
を
い
う
。
第
四
十
三
条
の
五
第
一
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
緊
急
登
院
し
た
と
き
。

２

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応

じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委

員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
。

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合

一
勤
務
に
つ
き
三
千
九
百
円
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（
削
除
）

第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で

（
現
行
の
と
お
り
）

（
指
導
医
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
二

指
導
医
業
務
手
当
は
、
北
療
育
医
療
セ
ン
タ
ー
又
は

府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
職
員
が
、
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の

研
修
計
画
に
基
づ
く
指
導
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
十
三
条
の
三

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
十
三
条
の
四
及
び
第
四
十
三
条
の
五

削
除

二

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合

一
回
に
つ
き
一
万
円

第
三
十
八
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま
で

（
略
）

（
指
導
医
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
二

指
導
医
業
務
手
当
は
、
都
立
病
院
そ
の
他
の
機
関
に

所
属
す
る
職
員
が
、
東
京
医
師
ア
カ
デ
ミ
ー
の
研
修
計
画
に
基
づ
く
指

導
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

（
略
）

第
四
十
三
条
の
三

（
略
）

（
産
科
医
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
四

産
科
医
業
務
手
当
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
支
給
す

る
。

一

都
立
病
院
に
所
属
す
る
職
員
（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則

で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
が
、
分
べ
ん
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
と

き
。

二

都
立
病
院
（
知
事
が
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
指

定
し
た
も
の
又
は
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
定
し

た
も
の
に
限
る
。
）
に
所
属
す
る
職
員
（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得

て
規
則
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）
が
、
緊
急
に
搬
送
さ
れ
た
妊
産
婦

に
対
す
る
診
療
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

２

前
項
各
号
に
規
定
す
る
場
合
の
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
。

一

前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
場
合

一
回
に
つ
き
一
万
円

二

前
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合

一
回
に
つ
き
二
万
円

（
救
急
医
療
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
五

救
急
医
療
業
務
手
当
は
、
都
立
病
院
に
所
属
す
る
職

員
が
、
夜
間
又
は
休
日
（
東
京
都
の
休
日
に
関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
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（
特
定
看
護
分
野
従
事
手
当
）

第
四
十
三
条
の
六

特
定
看
護
分
野
従
事
手
当
は
、
北
療
育
医
療
セ
ン
タ

ー
又
は
府
中
療
育
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
職
員
が
、
医
療
安
全
対
策
、

感
染
管
理
そ
の
他
特
定
の
看
護
分
野
に
係
る
業
務
の
う
ち
、
人
事
委
員

会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
特
に
困
難
な
も
の
に
従
事
し
た
と
き

に
支
給
す
る
。

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
十
三
条
の
七
及
び
第
四
十
三
条
の
八

削
除

東
京
都
条
例
第
十
号
）
第
一
条
第
一
項
に
掲
げ
る
日
を
い
う
。
た
だ

し
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
日
を
除
く
。
）
に
救

急
医
療
に
係
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
一
勤
務
に
つ
き
二
万
円
を
超
え
な

い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
。

（
特
定
看
護
分
野
従
事
手
当
）

第
四
十
三
条
の
六

特
定
看
護
分
野
従
事
手
当
は
、
都
立
病
院
そ
の
他
の

機
関
に
所
属
す
る
職
員
が
、
医
療
安
全
対
策
、
感
染
管
理
そ
の
他
特
定

の
看
護
分
野
に
係
る
業
務
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則

で
定
め
る
特
に
困
難
な
も
の
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

（
略
）

（
分
べ
ん
介
助
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
七

分
べ
ん
介
助
業
務
手
当
は
、
都
立
病
院
に
所
属
す
る

職
員
が
、
分
べ
ん
の
介
助
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
従
事
し
た
回
数
一
回
に
つ
き
三
千

円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則

で
定
め
る
。

（
新
生
児
担
当
医
業
務
手
当
）

第
四
十
三
条
の
八

新
生
児
担
当
医
業
務
手
当
は
、
都
立
病
院
に
所
属
す

る
職
員
（
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
者
に
限
る
。
）

が
、
新
生
児
特
定
集
中
治
療
室
（
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
施
設

の
基
準
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。
）
に
入
院
す
る
新
生
児
（
母
子
保
健

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
六
条
第
五
項
に
規
定
す
る

新
生
児
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
対
す
る
診
療
業
務
（
入
院
初
日
の

業
務
に
限
る
。
）
に
従
事
し
た
と
き
に
支
給
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
手
当
の
額
は
、
診
療
し
た
新
生
児
一
人
に
つ
き
一
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（
支
給
方
法
）

第
四
十
四
条

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
三
条
か
ら
第
四
十
三
条
の

六
ま
で
に
規
定
す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
第
三
条
か

ら
第
四
十
三
条
の
六
ま
で
に
規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当
（
第
五
条
第
一

項
第
三
号
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て

は
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
第
五
条

第
一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
あ
っ

て
は
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の

あ
る
業
務
に
応
じ
た
特
殊
勤
務
手
当
の
み
を
支
給
す
る
。

２

（
現
行
の
と
お
り
）

第
四
十
五
条

（
現
行
の
と
お
り
）

万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
規

則
で
定
め
る
。

（
支
給
方
法
）

第
四
十
四
条

職
員
が
同
一
の
日
に
お
い
て
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
規

定
す
る
二
以
上
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
、
第
三
条
か
ら
前
条
ま
で

に
規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当
（
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
三

項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
人
事
委
員
会
の
承
認
を

得
て
規
則
で
定
め
る
も
の
を
除
き
、
第
五
条
第
一
項
第
三
号
及
び
同
条

第
三
項
に
規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
あ
っ
て
は
人
事
委
員
会
規
則
で

定
め
る
も
の
を
除
き
、
最
高
の
額
の
定
め
の
あ
る
業
務
に
応
じ
た
特
殊

勤
務
手
当
の
み
を
支
給
す
る
。

２

（
略
）

第
四
十
五
条

（
略
）
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年度 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

定年 60 61 62 63 64 65

S37.4.2～
S38.4.1

60歳
定年

65歳

S38.4.2～
S39.4.1

59歳 60歳 61歳
定年

65歳

S39.4.2～
S40.4.1

58歳 60歳 62歳
定年

65歳

S40.4.2～
S41.4.1

57歳 60歳 63歳
定年

65歳

S41.4.2～
S42.4.1

56歳 60歳 64歳
定年

65歳

S42.4.2～
S43.4.1

55歳 60歳 65歳
定年

S43.4.2～
S44.4.1

54歳 60歳 65歳
定年

職員の皆さんへ
令和４年３月
総務局人事部

職員の定年引上げについて

◆ 地方公務員法等の改正により、職員の定年が２年に１歳ずつ、

60歳から65歳まで段階的に引き上げられます（令和５年４月施行）。

◆ 定年引上げにより、職員は61歳以降も退職することなく、

定年まで働き続けることが可能です（給与は60歳時の７割水準）。

◆ また、定年前であっても再任用短時間勤務を可能とする制度や、

61歳以降の管理職に適用される役職定年制等が導入されます。

◆ より詳細な内容については、都の条例・規則等の改正を踏まえ、

改めて職員の皆さんにお知らせいたします。

～令和５年度から、定年が段階的に引き上げられます～

（現行で60歳を定年とする職員の場合）

定年等退職後の再任用制度

・ 定年引上げの対象となるのは、令和４年度末年齢が59歳以下の職員

・ 令和13年度までの間、定年等退職後に65歳まで再任用（ ）勤務可能

定年等退職後の再任用制度

定年等退職後の再任用制度

定年等退職後の再任用制度

定年等退職後
の再任用制度

定年引上げ早見表

令和４年度末年齢

フルタイム

短 時 間

※ 令和６年度以降、60歳以後定年前に退職した場合、定年相当年齢まで再任用短時間勤務可能

職

員

の

誕

生

日



定年の段階的引上げ

60歳超職員の給与

・ 60歳超職員の給与は、国家公務員や民間企業との均衡等を踏まえ、当分の間、

60歳に達した日後の最初の４月１日以後、60歳時の７割水準（給与７割措置）

※ 再任用職員、会計年度任用職員、現行で65歳定年の職員等は、給与７割措置の対象外

※ 退職手当は「ピーク時特例」の適用により、給与７割措置前の給料月額も踏まえて算定

再任用制度（定年前再任用短時間勤務制等）

・ 60歳に達した日以後定年前に退職した職員を、本人申込みにより、定年相当

年齢まで短時間勤務の職に採用できる制度を導入（定年前再任用短時間勤務制）

・ 令和13年度までの間、現行の再任用制度と同様、定年等退職後65歳まで

再任用のフルタイム勤務職員又は短時間勤務職員として勤務可能

役職定年制（管理監督職勤務上限年齢制）

・ 管理職（課長級以上の職員）について、60歳に達した日後の最初の４月１日

までに、原則として管理職以外の職に異動を行う制度（役職定年制）を導入

※ 公務運営に著しい支障がある場合、引き続き管理職として勤務可能な特例あり

情報提供・意思確認制度

・ 令和４年度から、年度末年齢59歳の職員に、60歳以後の任用、給与、退職

手当に関する情報を提供し、60歳以後の勤務の意思を確認する制度を導入

令和３年国家公務員法・地方公務員法等改正概要（令和５年４月１日施行）

・ 定年を令和５年度から２年に１歳ずつ、60歳から65歳まで段階的に引上げ

※ 教育職員や公営企業職員等も同様に引上げ

・ 平均寿命の伸長や少子高齢化の進展を踏まえ、豊富な知識、技術、経験等を

持つ高齢期の職員に最大限活躍してもらうため、以下の措置を講ずる。

◆ 都においては、改正法の内容や令和３年11月の定年引上げに係る

労使交渉結果等を踏まえ、今後必要な条例・規則等を改正予定です。
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